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○委員長（加藤こうじさん）  おはようございます。ただいまから総務委員会を開きます。 

○委員長（加藤こうじさん）  初めに休憩を取りまして、本日の流れを確認いたしたいと思います。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  本日の流れにつきましては、１、行政報告、２、管外視察について、

３、次回委員会の日程について、４、その他ということで進めてまいりたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、そのように確認いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  企画部報告、本件を議題といたします。 

 本件に対する市側の説明を求めます。 

○副市長（土屋 宏さん）  おはようございます。まず冒頭に、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市

の視察ということで、記憶の新しいうちに報告させていただく機会を設けていただきました。正副委員

長、どうもありがとうございます。 

 それでは、私のほうから資料に沿いまして説明をさせていただきます。今回の訪問ですけれども、

ラ・カニャーダ・フリントリッジ市との姉妹都市締結に向けまして先方との協議を行うとともに、あち

らの市の実情、あるいは地域特性を直接確認することを目的として実施をいたしました。 

 まず、１番の視察の概要を御覧ください。視察団は、私と松永教育長、梶田調整担当部長、そして三

鷹国際交流協会理事――こちら通訳も兼ねています、その４人で現地、２泊３日の日程で視察を行いま

した。 

 まず、初日の７月16日ですけれども、ＮＡＳＡジェット推進研究所、いわゆるＪＰＬを視察いたし

ました。ＪＰＬは、約5,000人の研究者や技術者を擁する世界有数の宇宙研究機関でありまして、火星

探査をはじめとしたＮＡＳＡの宇宙開発を担う重要な施設です。実際に施設を見学しましたが、単なる

研究施設というだけではなく、市民にとって地域の誇りとなっている存在であることが印象的でした。

その日の夕食会ですが、あちらの市長、副市長、市議会議員、また、姉妹都市協会の関係者の皆様と懇

談を行いました。公的な場とは異なる雰囲気の中で、まちの様子や市民意識などについて意見交換を行

うことができまして、有意義な機会になったというふうに思っております。 

 翌17日ですが、まずは市庁舎で協議を行いました。この内容については、後ほど御説明をさせてい

ただきます。その後、ラ・カニャーダ高校を訪問し、あちらの統一学区という学区があるんですけれど

も、そちらの教育長との意見交換、あるいは校内の視察を行いました。当該高校は、日本の中学１年生

に相当する７年生から、高校３年生に相当する12年生までが学ぶ学校でありまして、７・８年生と、

９年生から12年生、それぞれが一体的に運営をされているということでした。 

 また、カリフォルニア工科大学と連携した取組など、理数系教育に力を入れていることに加えまし

て、地域や保護者による学校支援も盛んで、学校と地域が一体となって子どもたちを育てる考え方、こ

れは松永教育長の意見でもありましたが、三鷹市のコミュニティ・スクールとも共通するものを感じた

ということでした。 
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 続きまして、フレンドシップトレイルというところを視察いたしました。フリントリッジ市には、約

37キロに及ぶトレイルネットワークが整備されておりまして、市民の散策やランニングなどに利用さ

れています。そして、そのトレイルの入り口には、現在スペインと姉妹都市提携を結んでおりますけれ

ども、その友好を示す銘板が設置されておりまして、フリントリッジ市が姉妹都市交流を大切にしてい

ることを感じることができたものです。 

 次の視察先でありますデスカンソ・ガーデンズは、ＪＰＬと並ぶ同市の代表的な施設で、市民の憩い

の場として親しまれております。園内には日本庭園が整備されておりまして、その始まりは、戦時中に

強制収容された日系人が所有していたツバキの苗木を地域の人々が受け継ぎ、大切に育てたことによる

ものです。公園の担当者からも、日本とのつながりや、平和への思いについての説明を受けました。園

内を歩いていましても、多くの市民に親しまれている施設であるということがうかがえました。 

 なお、この場には在ロサンゼルス日本国総領事館の副領事にもお越しいただきました。副領事からは、

この１年ほどの間に、両市の姉妹都市交流に向けた取組が具体的な形になりつつあることへの期待、そ

して、今後の交流の発展を楽しみにしているというようなお話を伺ったところです。 

 また、２日目の夕食会は、今度はオープンな形式で開催されまして、多くの市民の皆様にもお集まり

いただきました。市民の皆様から、三鷹市との交流に対する期待や歓迎のお言葉を伺うことができ、行

政関係者だけではなく、市民レベルでも交流に対する関心の高さ、それを感じる機会となったものです。

なお、今回の視察を通じて、あちらの市長、副市長、そして姉妹都市協会の代表の方々には、協議だけ

ではなく、視察や夕食会を含め、全日程を通じて御同行いただき、継続して意見交換を行うことができ

ました。非常に有意義であったというふうに考えております。 

 次に、２番目、次のページの２になります。三鷹市の考え方を御覧ください。今回の視察では、姉妹

都市締結に向けた三鷹市の考え方を相手方にしっかりと伝え、理解と共感を得ることが最も重要である

というふうに考えました。そのため、河村市長からのメッセージという形で、三鷹市が姉妹都市交流に

期待すること、あるいは交流を進める上で大切にしたい考え方を、通訳を挟みながら丁寧にお伝えする

とともに、最後に英訳した資料を出席者全員に配付をいたしました。このメッセージは、市町と十分に

協議を重ねながら作成したものであります。詳細はこちらに書いてありますけれども、概略申し上げま

すと、まず姉妹都市交流が三鷹市にとって国際交流の新たな一歩であること、平和を大切にする思いを

共有したいこと、井の頭公園とデスカンソ・ガーデンズの共通性、国立天文台とＪＰＬという共通の地

域資源、そして、子どもや若者の交流の重要性、市民主体の交流を重視すること、さらに、議会や市民

の理解を得ながら進めていきたいといったような内容が盛り込まれているところです。 

 続きまして、３番の協議の内容を御覧ください。こちらは、２日目の午前中に行われた協議の主な内

容を記載しております。この日には、向こうのキム・ボウマン市長、そして、ジーン・ホブソン副市長

をはじめ、市議会議員や姉妹都市協会の代表の皆様にも御出席をいただきました。 

 この協議では、まず先ほどの市長メッセージを紹介いたしまして、その趣旨に全面的な賛同をいただ

くことができました。また、市政運営についても情報交換を行いました。フリントリッジ市は市議会が

市政を主導し、日常的な行政運営は専門職であるシティー・マネジャーが担っています。また、市長と

副市長は、市議会議員の互選により毎年選出される仕組みとなっており、私どもの帰国後の７月21日

に、先ほど御紹介したボウマン市長から、副市長であったホブソン市長へ市長職が引き継がれたという

ことです。 
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 次に、協定に向けたスケジュールについても協議をいたしました。先方は、姉妹都市締結を前提とし

て、交流事業の準備を本格的に開始したいという考え方を持っておりまして、早期の締結を希望してお

りました。特に、姉妹都市協会の関係者からは、ホームステイ交流などの具体的な交流事業の準備を進

める上で、アメリカでの新学期開始の時期との関係もありまして、できるだけ早期に姉妹都市締結を実

現したいというような見解が示されたところです。受入れの家庭の確保ですとか、学校との調整に相応

の準備期間が必要だということが理由のようでした。 

 これに対して、私のほうからは、まず日本の地方自治の仕組みというのを説明させていただきました。

そして、重要な政策の決定は、市民や議会の理解を得ながら丁寧に進めていく必要があることから、可

能であれば、令和８年12月議会での議案上程、そして、令和９年１月、２月頃の協定締結というスケ

ジュールを、こちらから提案させていただきました。これに対して、あちらのボウマン市長からは、姉

妹都市提携は将来にわたって続く関係であるからこそ、双方の事情や立場を尊重しながら進めていくこ

とが大切であるというような発言がございまして、こちらが提案したスケジュールについて、最終的に

認識が一致いたしまして、合意に至ることができました。 

 続いて、交流の進め方についても協議をしたところです。正式な協定締結前であっても、学校間交流

や市民交流をオンライン等で進める可能性を検討していくこと、また、具体的な事業については、実現

可能なものから段階的に取り組んでいくというようなことも確認いたしました。さらに、中学生のホー

ムステイ事業ですが、現在、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市がスペインの姉妹都市との交流で行わ

れているのは、家庭間交流というものです。それを参考にしながらも、日本の場合には住宅事情もある

ということから、例えばホテル滞在とホームビジットを組み合わせるなど、柔軟な手法も検討していき

たいということを申し上げまして、それについても合意をしたところです。そして、まずは三鷹市が受

け入れる形から検討するということについても理解を得てきました。 

 ＪＰＬスペース・アカデミー・プログラム、これは重要な議論の１つだったというふうに考えており

ます。このプログラムは、高校生を対象とした国際的な教育事業で、フリントリッジ市では、姉妹都市

交流の主要事業として、こちらを位置づけております。また、このプログラムへの参加は、姉妹都市で

あることがＪＰＬの条件となっているということも確認できました。 

 三鷹市といたしましても、市内の高校生がこうした国際的なプログラムに参加できれば、科学や宇宙

に対する学びを深めるだけでなく、国際的な視野を持った人材育成にもつながると考えており、また、

三鷹の特色を国内外に発信する機会としても意義があるものと認識しているという考えを伝えさせてい

ただきました。 

 さらに、もう一点、最後、８番のところですけれども、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市議会にお

いて、姉妹都市提携に関する情報共有、こちらはしっかりと図られているということ、そして、合意形

成もできているというところも確認をさせていただきました。 

 ４番目を御覧ください。ここでは、例えば夕食会ですとか、視察の途中とか、いろんな場で意見交換

できましたので、そうしたことを通じて確認できた事項について御報告をさせていただきます。まず、

ラ・カニャーダ・フリントリッジ市が三鷹市を姉妹都市の提携候補として選定した経緯ということにつ

いても、お伺いをしてきたところです。フリントリッジ市からは、ＪＰＬの教育プログラムの参加を見

据えて、日本国内で新たな姉妹都市を検討するということからスタートしたそうです。ＪＰＬの教育プ

ログラムはどこの国でもいいわけではなくて、ＪＰＬ側としても、信頼のおける国でないと駄目だとい
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うことがあったそうです。 

 そうした中で、教育を重視したまちづくり、それから良好な地域コミュニティ、ＪＰＬと国立天文台

に代表される宇宙科学分野での親和性、公園ですとか、アニメーションなどの共通性、そういったとこ

ろから、三鷹市を選定したんだというような説明がございました。 

 なお、今回の視察に当たりまして、私どもとしても、フリントリッジ市だけではない、周辺の自治体

についての情報提供も行ったところです。市の政府を持たない地域が結構ありました。あるいは、独自

の学区を持たない地域もありました。さらに、既に日本の自治体と姉妹都市関係を有している都市もあ

ったというようなところです。 

 このような中で、フリントリッジ市は独自の学校を持っておりますし、あるいはＪＰＬという特色あ

る地域資源、そして、市民主体の姉妹都市協会、さらには実際の姉妹都市交流の実績を併せ持っており

まして、教育ですとか、科学ですとか、市民交流、こういったものを一体的に進めることのできる環境

が整っているというところが大きな特徴かなというふうに考えています。その意味では、今回の視察を

通じまして、三鷹市との共通点ですとか、親和性というものを改めて確認することができ、私どもとし

ても、姉妹都市交流を進めていく上で望ましい相手方であるというふうに認識を深めることができたと

ころです。 

 次に、姉妹都市交流のメリットについてです。青少年の国際感覚や多文化理解を育む、それから市民

相互の理解と友好関係を深めることができる、また、将来を担う人材育成につながるということが姉妹

都市交流の大きな意義であるという認識を共通としてまいりました。国際的な視野を持つ人材を育成す

ることは、将来的に地域に還元される大きな価値があるというふうにも考えられます。 

 市民団体による交流については、先ほども何度か申し上げておりますけども、フリントリッジ市には

姉妹都市協会を中心とする市民組織とボランティア体制が整備されておりまして、三鷹市の国際交流協

会と連携しながら、市民同士の交流を深めていく、進めていく、そういったことが望ましいという認識

も一致いたしました。 

 また、行政がきっかけをつくり、市民交流によって発展していく姉妹都市関係が重要であるという三

鷹市の考え方につきましても、先方から強い賛同をいただいたところです。このほか、費用負担につき

ましては、原則として、渡航費は派遣する側、現地プログラム経費は受入れ側が負担するという大きな

考え方を共有するとともに、長期的かつ安定的な交流関係を構築していくことの重要性についても、認

識を共有したところです。 

 最後に、当該地の特徴として、ロサンゼルス近郊の良好な住宅都市です。そして、何よりも治安が良

好であるということが大きな特色であったということも、現地を見て十分認識できたところです。 

 報告については以上ですけれども、今回の視察を通じまして、例えば教育ですとか、市民活動ですと

か、科学技術、あるいは平和への思いなど、多くの分野で両市の共通点や親和性を改めて確認すること

ができました。また、市長、そして市議会、姉妹都市協会をはじめとする多くの関係者の皆様から、三

鷹市との交流に対する強い期待と熱意を感じることができました。 

 実は帰国後にも、この段階では、ボウマンさんは前市長になっているんですけれども、ボウマン前市

長、あるいはホブソン現市長、それから姉妹都市協会の関係者の皆様から、書簡ですとかメールをいた

だいております。その中でも、様々な共通性、そして、若い世代の交流への期待が繰り返し述べられて

おりまして、単なる行政間の関係だけではなく、市民同士の交流を発展させていきたいという強い意向
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も改めて確認できたところです。 

 私といたしましては、今後、令和８年12月議会への議案上程を見据えながら、市民や議会の皆様に

丁寧な説明を行い、理解をいただけるように努めてまいりたいというふうに考えております。 

 説明は以上です。 

○委員長（加藤こうじさん）  市側の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

○委員（吉野けんさくさん）  よろしくお願いいたします。市域による学校支援が盛んでということ

で、コミュニティ・スクールの親和性という言葉がありますけども、具体的にどういった親和性を感じ

られたのかというところをお伺いしたいと思います。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、向こうの高校、さっき言ったように、いわゆる日本で言う中学校、

高校という学校なんですけれども、いろんな方が入っていました。小学生とかも、高校のプログラムの

ジュニア版というか、子ども版、実際にはロボティクス、ロボットを作るような取組、そういったもの

も高校生の在校生だけではなく、小学生とかもそのプログラムに参加している。そして、それにＮＡＳ

Ａの研究者の方が指導者として入ってくれているというようなところ、実際にその場を見学させていた

だきました。 

 また、学校そのものがオープンに開放されていて、そこに小さい子たちが遊びに来ている。そして、

それを地域の保護者だと思いますが、大人の方たちが見守って、子どもたちを遊ばせているというよう

なところもすごく感じました。あと、学校の意思決定だとか、もろもろの部分で、これは実際の話の中

で聞いたところなんですけども、地域の方、あるいは関係者の方が学校の運営に直接関わるという場面

が相当あるというお話も聞いてきました。その点では、三鷹のＣＳ委員会だとか、そういったものとの

親和性は相当あります。 

 もしかすると、これは教育長がいないので、私もあまり教育内容について細かくは言えないんですけ

ども、三鷹市よりもオープンな、地域と密着した学校運営がなされているのではないかというふうに感

じております。 

 また、余談、少し話がずれますけれども、向こうの学校というのは、さっき統一学区という話を申し

上げました。統一学区といっても、ラ・カニャーダ市が１つの学区になっているということなんですけ

れども、市議会議員は市民が選挙する。別の形で、教育委員も市民が選挙するということで、教育の独

立性というのもすごくありつつの、学校の特色を出す努力というのを、地域の皆さんと一緒にやってい

るといった制度的な部分も確認できました。 

 今後、三鷹市がコミュニティ・スクールを進めていく上での結構いい素材というか、モデルになり得

るのではないかというようなところも、教育長と共有して帰ってきたところです。 

○委員（吉野けんさくさん）  ありがとうございます。大変自由というか、アメリカらしいのかなと

思いますけれども、それをどうやって三鷹に取り入れていくのかというところにも大変興味があるとこ

ろです。ありがとうございます。 

 あと、カリフォルニア工科大学との連携ということでありました。三鷹市にも大学はありますけども、

そういったところとの取り入れるところとか、そういった参考になる部分というのはあったんでしょう

か。 

○副市長（土屋 宏さん）  もともとのカリフォルニア工科大学というのが、恐らくこれも少し私自
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身の推測も入りますけれども、いわゆる公立学校との関係性ということでは、これはまた三鷹の各大学

とのつながりよりも、もっと強いのかなというふうに感じております。実際に、先ほども申し上げたと

おり、ロボティクスの。 

 このカリフォルニア工科大なんですけれども、これ、ちょっと説明させていただいてもいいでしょう

か。カリフォルニア、先ほど言ったＪＰＬというＮＡＳＡの研究所なんですけれども、そこはもともと

はカリフォルニア工科大学の研究所だったそうです。そして、そこがどこかの段階で、ＮＡＳＡの研究

施設に位置づけられたと。ところが、実際には、その研究者のほとんどはカリフォルニア工科大の研究

者というような形。 

 そして、ＮＡＳＡの研究所というところのカリフォルニア工科大との関係の中で、学校の支援という

ものがすごくなされているというところで、先ほど申し上げたロボティクスの指導なんかも、ＮＡＳＡ

のほうから工科大の関係でいらしていただいているというようなところでした。 

 何よりも、このカリフォルニア工科大の研究所を前身とするＮＡＳＡというものが、市民の皆様のす

ごく誇りになっている施設。先ほど説明にありましたけども、5,000人ほどの研究者がいるということ

で、実はその内訳までは確認できなかったんですけども、市内に住んでいる研究者も相当いるのではな

いかというようなところから、市民との密着度というのは非常に強いのかなというふうに感じています。 

○委員（吉野けんさくさん）  よく分かりました。ありがとうございます。 

 続いて、17日の夕食会、市民参加でオープンな形でということでした。どの程度、何人ぐらいの市

民の方がいらっしゃるような環境だったんでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  １日目の夕食会はコアなメンバーで、個室でいろいろと意見交換したん

ですけれども、２日目の夕食会は割とオープンな、屋外の日本で言うビアガーデンみたいな雰囲気のと

ころでやりました。そこに、まず向こうの姉妹都市協会の方たちを含めて、市長とか、副市長も含めて

30人くらいの方たちがいて、我々もそのときには、それぞれのテーブルで、ばらけて座ってくれと言

われまして、ばらばらに。 

 ただ、私、通訳がいないと駄目なので、通訳の人がずっと。梶田部長も、向こうが用意してくれた通

訳がずっと。教育長だけは１人で、ちゃんと英語でしゃべっていましたけれども。そんな形でやらせて

いただくと同時に、ほかのお客様もどんどん連れてきてくれて、いろんな名刺交換だとか、挨拶をして、

楽しみにしていますとかいうお声をいただきました。そういった意味では、結構市民の方、２万人の市

民のうち何人がそれを認識しているかというのは、また別の話だと思いますけども、そうしたことに関

わっている市民の皆様って、コアなメンバー以外にも、すごく期待をしてくれているのかなというふう

に感じています。 

○委員（吉野けんさくさん）  参加していた市民は、もちろん、三鷹でいえば町会の役員さんだった

り、地域で活躍されている方がいらしているという形だったんでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  基本的には、姉妹都市協会でボランティア活動をされている方たちが多

いと思うんですけど、実際に連れてきて、挨拶させていただいた方というのは、そういう方ばかりでは

なかったというふうに思います。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。本当に市民が近くで、自由に出入りできている行政な

のかなと思います。ありがとうございます。 

 続いて、中学生の交流ということでありますけども、時差の課題があるということで、僕もここの部
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分に関してはオンラインでやるのもかなり難しいのかなと思うんですけども、その部分はどのように進

めていくというふうにお考えなんでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  時差の話は向こうでもしてきました。ただ、これはうちの松永教育長と

向こうとの話の中でも出ましたけれども、こちらの朝と向こうの夕方というところで、登校時間なり下

校時間をお互いに少し調整することで、一緒にでき得る時間帯があると。そういったことをしっかりと

確認しながら、学校間交流だとか、そういったところまで発展させるようなやり方。 

 もちろん、小規模でのグループ交流、テーマ型交流もありますし、学校を通じた交流というのもあり

ますし。最初の頃は、恐らくうちの学校はこんな学校ですというビデオレターみたいな紹介になるのか

もしれませんけれども、そういった形でのやり方というのは十分可能であろうというふうに考えており

ます。 

 また、例えば先ほどの御紹介したスペース・アカデミー、ＮＡＳＡのプログラムですが、これはミニ

チュアのロケットを10か月ぐらいのプログラムで作って、それを飛ばすという、高校生を対象とした

かなり高度なプログラムで、相当な引き合いがあるんだけども、ＪＰＬ側はフリントリッジ市が姉妹都

市提携を結んでいるところじゃないと駄目だというふうに言っているという、そういうプログラムなん

です。 

 そちらに対しても、基本的には10週間というので、私、最初、高校生が10週間、向こうに行かない

と駄目なのかなと思って、それは難しいだろうなと思ったんですけれども、基本はスペインとも既にオ

ンラインで。ラ・カニャーダ・フリントリッジ市の高校生と、スペインの高校生がオンラインで少人数

のグループをつくって、いろいろと意見を交わしながら作業を進めていくということをやっているそう

で、ぜひその中に日本の子どもたちも入ってほしいというような話をしていました。 

 この辺についても、多分いろいろなやり方で調整しながらやっていけるのではないかというふうに思

っています。 

○委員（吉野けんさくさん）  スペインのほうが時差は少ないというところですね。スペイン以外に

も、今、姉妹都市というのはあるんでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  フリントリッジ市は、今スペインのビジャヌエバ・デ・ラ・カニャーダ

市というスペインの都市と姉妹都市を締結していて、それ以外というふうに聞いています。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。ありがとうございます。大変治安がいいということで、

子どもたちも安心して預けられる場所なのかなということで、この交流について大変期待しております。 

 ありがとうございました。 

○委員（山田さとみさん）  御説明ありがとうございました。まず、子どもの教育についてお伺いし

ます。これは、私たちの会派でも強く求めていたところで、具体的にお話をされてきていただいたとい

うことで、とてもうれしく思っています。締結前から実施を検討しているオンライン交流について、

12月に上程だから、今年度中に実施する見込みなのかなというふうに思っています。これについては、

どのように。対象校とか、全部で一気にやるのか、どこかモデルを選んでやるのか、対象学年ですとか。 

 三鷹市でも、三鷹のよさをＡＬＴに紹介しようみたいな、そういう取組をされていたりするので、さ

っきおっしゃっていたビデオレターみたいなものは、結構すぐに取り組めるんじゃないかなとも思って、

結構想像しやすいなというふうに思っていたので、具体的なイメージ、どのようにお考えなのか、お伺

いします。 
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○副市長（土屋 宏さん）  学校の具体的な交流の在り方というのは、少し教育のほうでの進め方に

関わってくる部分なので、今私がこれをやりますというのは、なかなか言い難い部分ではありますけれ

ども、例えばＡＬＴの授業を通じて、何かそうした形で向こうとのやり取りができないかとか、そうい

ったことについて、教育委員会のほうとしても少し本腰を入れて検討しようというようなお話をいただ

いておりますので、その辺に期待したいなというふうには思います。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。実施時期についてはいかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  これ、我々もすごく苦しい立場というと変なんですけど、まず12月議

会に上程とさせていただいている中で、事前にできることって、予算措置もまだ何もしていませんし、

限度があるのかなというふうに思っています。まず、お互いを知るだとか、そういう動きが三鷹市にあ

るというようなところを市民に理解して、知ってもらうというような一環の中で、子どもたちに対して

も、そういった関係性をつくる。 

 そういったところからの、本当にもともとこの姉妹都市締結を結んだ後も、決してあれもこれもはや

めましょうねと、スモールステップで進んでいきましょうねという話はさせていただいているんですけ

ども、その前の段階ですので、非常にスモールスタート的なやり方になるのかなとは思います。 

 ただ、もちろん、子どもたちもそうですし、私としては、まず市民の皆さんに対しても、三鷹国際交

流協会の中で適切な準備組織を立ち上げて、市民を巻き込んだ事前交流というか、プレ交流というよう

なところについては、幾つかトライアルをしてみたいなというふうに思っております。もちろん、学校

に関しても、ＡＬＴ以外に何かできることがあれば、それはぜひ教育のほうでも考えてもらいたいし、

その中継ぎを私たちがしっかりとしていければというふうに思っています。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。ＭＩＳＨＯＰで組織をつくって、事前交流を行

っていくという答弁がありました。やっぱり子どもたちもそうですし、いろいろな市民の方と交流して

いただいて、三鷹市の考えている姉妹都市のよさとか、狙いみたいなところをしっかりとお伝えしてい

く機会というのは必要だと思いますので、そういった事前交流というのはすごくよい取組だなというふ

うに思いました。 

 具体的にどのような事業を考えていらっしゃるのか、お伺いしたいのと、あと、市民からしてみたら、

まだ三鷹市がラ・カニャーダ・フリントリッジ市との姉妹都市を考えているということはなかなか伝わ

っていないので、どのようにお知らせをして、何で今、新たに姉妹都市を結ぼうと思っているのかとか、

どのようなメリットがあるのかとか、12月の議案上程までに、そこをいかに深く理解していただくか

というのは、腕の見せどころだと思いますので、どのように市民に対して、理解をしていただけるよう

なアプローチをしていくのかというところを、お伺いしたいと思っています。 

○副市長（土屋 宏さん）  具体的な事業というのは、プレ事業として具体的な事業は何かというこ

とでの理解の上で、お答えさせていただきます。そういった意味では、先ほど言ったところぐらいで、

今はまだ具体的にこれをやりましょうという段階には至っていません。ただ、少なくとも、先ほど申し

上げたとおり、学校間、あるいは子どもたち、中学生の何らかの形での交流、それから、国際交流協会、

あちらにもラウンジ活動はありますので、そうしたところを通じた交流というのは、まず、やりたいな

というふうには思っているところです。 

 市民への周知に関してですけれども、まずは８月の３週号の「広報みたか」、こちらのほうでラ・カ

ニャーダ・フリントリッジ市との姉妹都市締結を、12月議会に上程したいという思いで、今準備を進
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めていますというところ。そして、フリントリッジ市というのは、こういう市ですということ。それか

ら、そもそもどういうきっかけで、フリントリッジ市と姉妹都市交流をすることになったのかというよ

うなこと。 

 それから、あとは実際に訪問団が行って、向こうとこういう話をしてきましたという、公費を使って

行かせていただいていますので、我々が行ったこともしっかり説明すべきだなというふうに思いますの

で、訪問団が行って、こういった議論をしてきましたというようなことを、しっかりと広報で知らせま

す。もう既にホームページの中では、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市との国際交流を検討していま

すという記事を掲載させていただいております。 

 まずは、こうした形で少しずつ市民の皆様に理解して、知っていただく取組。それから、どこまで効

果があるか分からないんですけども、今ちょうど１階のロビーで平和展をやっています。その平和展の

中に、今回のここでの報告を踏まえて、平和展の中にも、少しフリントリッジ市の紹介のボードを置い

て、そうした形でも紹介したいなというふうに思っています。 

 今後、市民を巻き込んだディスカッションだとか、そういったものの在り方については、12月とい

う形になりましたので、逆に、若干時間ができましたので、この間を有効に使って、市民の皆様への周

知については、いろんな方法で努力していきたいというふうに思います。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。「広報みたか」の内容とか、平和展について理

解しました。具体的に検討してくださっていることが伝わってきましたが、この視察を通じて、教育、

平和、市民交流というのが軸になってくるのかなというふうに思っています。実際にツバキを大切に育

ててくれた場所が、向こうの市民の方にも愛されているというような、そういった市民レベルでの平和

への願いというか、交流など、エピソードみたいなのを、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市とだから

こそ生まれる、特別な何か平和のエピソードみたいなものがあったりとかするといいなと思います。 

 また、教育に関しても、ＪＰＬというのはすごくすばらしいプログラムだと思いますので、そういっ

たことも検討しているとか。いろんなお子さんたちが交流していけるみたいな、広く、みんなが関われ

るんだよみたいなところとか、何か少しイメージが湧くようにアプローチしていただきたいなと思うん

ですけれども、その辺りの広報の仕方については、いかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  今おっしゃられて思いつきですが、企画部長もオーケーしてくれたので、

これから広報、少し連載のような形で、テーマごとにＪＰＬの紹介だとか、デスカンソ・ガーデンズの

いわれの紹介だとか。今回もさらっと触れているんですけども、イメージが湧くくらいで、細かい説明

までは、紙面の関係でどうしてもし切れなかったので、少し広報での連載的な形で、フリントリッジ市

のことについて知っていただく機会をしっかりとつくっていきたいというふうに思います。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。そういったエピソードが積み重なって、市民間

での理解というのが広がっていくといいなと思います。今、先ほど市民のディスカッションというよう

な御答弁があったんですけれども、市民が何を望んでいるのか、もしディスカッションというような手

法を取られるのであれば、姉妹都市を締結して、市民は何を求めているのか。どのような状態になった

ら、この姉妹都市って成功なのかみたいな、そういうアウトカムというのをきちんと市民と共有してい

ただいて。そうすると、どういう授業をしていけばいいのかとか、自動的に洗い出せると思うし、評価

についても、自動的にできてくると思うので、ぜひどういう状態になったら、この姉妹都市って成功な

のかなというところを、市民と深めていただきたいなというふうに考えているんですが、いかがでしょ
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うか。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、２つの場面があると思います。姉妹都市締結をする前の段階で市

民の皆様が期待することは何か、そういったところというのは、どちらかというと協定書をどういう形

で作っていくかとか、そういったところにも影響してくる部分だと思います。そして、実際に締結した

後に、こんなこともできる、あんなこともできるというアイデア出しもいろいろとあろうかと思います。 

 実際に、締結する前よりも、締結した後にいろんなことが深まっていくというのが、三鷹市の場合、

現在のたつの市だとか、矢吹町との関係においても言えることだというふうに思っておりますので。も

ちろん、市民の声、皆さんの意見をお伺いしながらということは当然やっていくことですけれども、ど

のタイミングで、どういったことをやるか、それについてはいろいろと検討させていただきながら、や

らないということではないというふうに思っていますけども、対応させていただければと思います。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。こういう事業って、ふわっとして、一部の人が

盛り上がっているねとか、一体感が生まれないというか。これ、何のためにやっているんだっけみたい

になりがちな事業だと思っていて、何のためにやっているのかというのを、ぜひ市民の視点を取り入れ

ながら考え続けて、評価していっていただければなというふうに考えています。 

 教育の話に戻るんですけれども、ＪＰＬのスペース・アカデミー・プログラムについて、市内ではど

の高校を対象に検討していて、何名程度の参加を想定していらっしゃるのか、お伺いします。 

○副市長（土屋 宏さん）  このＪＰＬのスペース・アカデミー・プログラムについては、私たちも

現地に行ってしっかり確認しないといけないなと。その一番大きな点は、もともと向こうは三鷹市民の

高校生という言い方をしていたんです。市内在住高校生というようなお話をしていました。ところが、

これ、いろいろ話を聞いていくと、かなりコーディネーターというか、それをまとめる先生が非常に重

要な役割を果たすということが分かりました。 

 そうすると、それをできるのは市内の高校単位で参加してもらうしかないのかなというふうに考えま

す。市内の高校、今、４か所、高校はありますし、少し広げたらＩＣＵだとか、明大明治だとかという

高校もありますので、そういった高校にお声がけをしながら、やりたいところを募っていくようなのか

なというふうには思っているところです。 

 向こうのほうは、たしか最初は、高校１年生12人から20名程度で参加ということを提案してきてい

ます。ただ、最終的に、高校１校だけじゃないと駄目だよということは言っていません。そこについて

は、どんどん増やしていって構わないというようなお話もいただいておりますので、それこそ、まずス

モールスタートでやるとして、12人から20人。これ、たしか４人ずつのチームをつくるということで、

４の倍数にしているんだと思うんですけれども。 

 これが、日本の子どもだけじゃなくて、スペインと、フリントリッジ市と、日本の子どもで４人ずつ

のグループをつくって、いろいろ共同研究をやるというような話を聞いております。担当教員がどうし

ても必要ということなので、高校単位でやっていける、やっていくようになるのかなというふうには考

えているところです。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。４人ずつのチーム、イメージは湧きましたけれ

ども、参加するお子さんの英語力というのは、スクリーニングをかけたりとかするんでしょうか。チー

ムの中で、しっかりと自分の言葉で話せるレベルを求めていくのか、それとも担当教員がいるから、あ

る程度やりたいという気持ちで手を挙げられるのか、お伺いします。 
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○副市長（土屋 宏さん）  参加する子どもたちの英語力というところの必要性の確認までは、でき

ていません。ただ、ＪＰＬ側としたら、スペインとのために、既にスペイン語のテキストを用意してい

るそうなんです。なので、日本、この三鷹市が参加するのであれば、日本語のテキストをちゃんと用意

しますというふうには言ってくださっていますので、テキストを読むに当たって、英語力がないと駄目

だということはないというふうに考えます。 

 会話に関しては、翻訳機とか、いろいろありますから、そういうのを活用するのもありなのかなとい

うふうに思っておりますけれども、向こう側も我々と姉妹都市提携を結ぶに当たって、そういう準備は

しっかりとしますということをお話としていただいてきているところです。 

○委員（山田さとみさん）  この受入れ体制について、あちら側もかなり丁寧に考えてくださってい

るんだなというのをお伺いして、安心しました。分かりました。ありがとうございます。 

 あと、２問、お伺いしたいんですけれども、中学生のホームステイについて、日本の住宅事情に応じ

た形態も検討するとありますけれども、これについて、まだ検討段階だと思うので、ホテルステイなど

もお考えになっていたと思うんですけれども、いろんなパターンを考えられているのかなと思うんです

が、今のホームステイのイメージについて、どのように考えられているのか、お伺いします。 

○副市長（土屋 宏さん）  ラ・カニャーダ・フリントリッジ市がスペインの姉妹都市とやっている

ホームステイというのは、家族間の交流。なので、まず向こうと、フリントリッジ市の家族をマッチン

グさせて、家族同士が交流をして、その上でお互いに行ったり来たりするという、完全に家族ぐるみの

付き合い、そういった仕組みをやっているということでした。もともとは、向こうの姉妹都市協会はそ

ういったものをイメージしてやって、我々に提案をしてきているというふうに思います。 

 ただ、私のほうとして、それを受けたときに、多分フリントリッジ市はそれができるんだろう。もし

かすると、スペインもそういった住宅環境にあるのかもしれないなというふうに思いましたけども、日

本の住宅環境を考えた場合に、物理的な問題として、それをできるお宅と、できないお宅、あるいは家

庭事情によってあり得ると思います。ですので、まず、そのことを前提のホームステイは三鷹は無理で

すという話をさせていただきました。 

 もちろん、受け入れることができる御家庭であれば、受け入れていただきたい。ただ、それが全部で

はなくて、それ以外の御家庭で、受け入れられる御家庭にいらしていただいて、学校だとか、そういっ

たところにそこから通ってもらって交流するやり方もあるし、最悪の場合にはホテルに泊まっていただ

いて、ただ昼間だけ、日本人との親しい、あるいは行ったり来たりした関係がある御家庭に、ホームビ

ジットのような形で日中いて、御一緒に過ごしていただくだとか、幾つかのパターンを組み合わせない

と、三鷹としては無理ですという話をさせていただきました。 

 それについて、向こうの姉妹都市協会も、それは、もちろん三鷹の事情に合わせますというふうに言

ってくれているので、自宅の事情によって受け入れられない、あるいはホームステイに参加できないと

いうような不平等、それだけは絶対避けないといけないと思っていますので、そういった形のやり方、

そこについては十分理解してくれていますので、安心していただいて大丈夫かなというふうに思います。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。柔軟に考えていただいて、感謝しています。ありがとう

ございます。 

 最後に、費用についてなんですけれども、これ、議案が出るまで、あまりお伺いしちゃいけないのか

もしれないですけれども、市費負担と、参加者の負担の考え方ですとか、あとはフリントリッジ市と三
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鷹市の費用の持ち方とか、その辺りのイメージについて、今想定している、お答えできる範囲でお願い

します。 

○副市長（土屋 宏さん）  先ほど、冒頭の説明でも申し上げましたけれども、大きな費用負担の考

え方としては、行くほうが渡航費を持ちます。ホテルに泊まるんであれば、ホテル費も行くほうが持ち

ます。現地での受入れは、受入れ側が持ちますというのが大きな考え方。ただ、ここ、微妙なのが、ホ

ームステイした場合のホームステイの御家庭への謝礼をどっちが持つかとか、細かいところはこれから

詰めていかないといけないところなんですけれども、大きな考え方は、向こうの市長さんと直接話をし

て合意をもらっているところです。 

 参加者の費用負担なんですけども、例えば中学生の海外派遣とか、そういったので、今現在、日本円

に換算して40万円くらいかかっていると。ニュージーランドに行ったときって、実質40万円くらいか

かっているんです。ただ、保護者負担として、３万円から４万円の負担額を保護者にお願いしていたと

いうのが、ニュージーランドに行っていたときの経緯です。 

 今、この円安の状況で、この金額、決して正しい金額だとは思わないんですけれども、そういった意

味で、ホームステイにしても、高校生のプログラムにしても、保護者負担というのは当然、持ってもら

わざるを得ないと思っています。一部の子たちだけに全額公費で行ってください、全額公費でいいです

よというわけにはいかない。やっぱり保護者負担。それをどこまでにするかというのは、これから少し

考えさせていただきます。 

 ただ、ここで我々が配慮しなくちゃいけないのは、じゃあ、金持ちだけが行けるのかというような事

態は絶対避けなくてはいけないので、そういった方たちに関しては、今例えば就学援助の制度だとか、

いろいろなものがありますから、そういったものを制度創設して、機会の均等ということについては、

しっかりと配慮した形でのＪＰＬのプログラム、あるいはホームステイというものを考えていきたいと

いうふうに思います。 

 実際に、我々が今回も、向こうに行って、いろいろとお話をする中で、費用の話にはなりますけれど

も、実際、我々、今回行って、このトライアルで我々が渡航費を持って、向こうのお金は全部向こうが

持つというやり方でやってみてもらったんですよ。そうすると、これはまた、次の補正予算にも関わっ

ちゃうんですけど、もし12月に議決いただけた場合、向こうに１月、２月に来てもらうということに

なると、多分、向こうは飛行機代と宿泊費は自分たちで持つけれども、こちらのほうでお迎えする経費

というのは、当然必要になってくるので、それについては、また議会の皆様と相談させていただきなが

ら、考えていければと思っています。 

○委員（髙谷真一朗さん）  御報告ありがとうございます。そして、視察、お疲れさまでした。お話

を聞いていて、やはり行ってみないと分からないことってあるなと、改めて感じました。制度の違いで

すとか、あるいは温度感、そういったものが御報告の中で分かりました。私は、この事業に対しては、

本当に期待しかしておりません。そういう中で、質問を４点考えていたんですけども、そのうちの２つ

はもう山田委員がやっていただきましたので、まず市民理解については、今御答弁があったような形で

やっていただきたいということ。 

 あと、ホームステイについても、これから細かくお考えになっていただけるということですけども、

市民の方でも受け入れたいという方もいらっしゃると思いますので、そのような流れをしっかり作って

いただいて、取り組んでいただけたらなというふうに思います。 
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 それで、宇宙関連ということで、三鷹で宇宙というと天文台と三鷹光器さんですね。精密望遠鏡機器、

光学機器なんかもやっていて、僕はＮＡＳＡといったら三鷹光器というイメージがすごく強いんです。

今考えている学生交流の先には、市民交流というものも必要になってくるんじゃないかなというふうに

思います。せっかくすばらしい会社がここにあるわけで、そこをまたフォーカスした形でのフリントリ

ッジ市と三鷹市の企業との、事業者との交流みたいなものも考えていけるんじゃないかなと思うんです

けども、今後の話としていかがでしょうね。 

○副市長（土屋 宏さん）  いろいろな可能性はあるんだろうなというふうに思っています。今回も、

どこまで我々が向こうとの議論の中で踏み込んでいくかというのがあったんですよ。例えば、極端に言

ってしまえば、震災の際の支援とか、そういったところもあるのかもしれないなというふうに思いまし

た。 

 ただ、まずは関係性をしっかりと姉妹都市として締結して、子どもたちの交流から始めましょうとい

うことを、スモールスタートとしてやらせていただきたいと。ただ、将来的には、もちろん教育だとか、

そういう分野だけでなく、いわゆる経済面での交流というのも、可能性として十分ありますよねと。お

互いの地域のまちへの還元というのもあるので、そういったところについての可能性というのは十分あ

ると思います。 

 実際に私、ＪＰＬの研究所には、向こうにも日本人の研究者も住んでいらして、その方が、例えばＮ

ＡＳＡの研究の内容を学校だとか、そういったところに行って話すのは幾らでもやりますよと。だから、

帰国したときに声をかけますねなんてお話をいただいているんですけども。そういった方たちを、例え

ばの話ですけれども、三鷹光器さんというところでの意見交換の場を設けるとか、いろんな機会のつく

り方はあるんじゃないかと思っています。 

 申し訳ありませんけれども、今の段階で経済面での交流について、我々が具体的なイメージをつくり

切れていないところなので、ただ、可能性はあるねということは、向こうのほうにも伝えてあります。

あと、先ほど、日本国の総領事館と申し上げましたけども、総領事館の副領事さんも、やっぱり姉妹都

市交流ってそこまで見据えてやってほしいですという、期待の声はいただきました。 

 この市の体制の中で、あるいは国際交流協会を含めて、どこまでできるかというところがありますけ

れども、まずは、夢は膨らませつつ、スモールスタートでというところで御理解いただければと思いま

す。 

○委員（髙谷真一朗さん）  そこまでお話をしてきていただいたというのは、ありがたいなと思いま

す。私も、そういう広がりを見せることが理解される姉妹都市提携だというふうに思いますので、ぜひ

ともそういった形で、今は具体的なものはなくて当然だと思うんですけども、今後考えていただければ

というふうに思います。 

 それで、ラ・カニャーダ市とビジャヌエバ・デ・ラ・カニャーダ市というのは、姉妹都市提携を結ん

で９年目らしいですけれども、交流協会をつくるぐらい、すごく姉妹都市提携に前のめりというか、そ

んな印象を受けるんですけれども。もし提携できたとしたら、２市目ですね。今後、ラ・カニャーダ市

が、ほかの市とも提供したいんだよみたいな話って、どこかで出たりしましたか。 

○副市長（土屋 宏さん）  姉妹都市提携ということに関しては、まず、何しろ三鷹市と。先ほど、

ちょっとエピソード的な話になりますけれども、フレンドシップトレイルの入り口のところに、ビジャ

ヌエバ・デ・ラ・カニャーダ市の銘板があって、向こうのボーイスカウトの方たちが、早くここに三鷹
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市の銘板を作りたいですみたいなことを言ってくださったりだとかしていますので、まずは三鷹市だと

思います。 

 ただ、細かいことは確認までし切れていませんけども、こういう姉妹都市交流という形ではない交流

というのをやっているというような話は、話の中では少し出ていました。ただ、今言ったように姉妹都

市としては、まずは三鷹市ということが向こうの基本的な考え方のようでした。 

○委員（髙谷真一朗さん）  分かりました。一つ一つ増やしていきたいのかなと。その足がかりが三

鷹市なのかなという気もいたしますが、すごく三鷹市に対する期待が前のめりに感じてくるなというよ

うな歓待ぶりだったのかなというふうに思います。 

 これもまた今後の話になってしまうんですけれども、ぜひ相手市さんが交流している市との交流みた

いなものも考えていくと、より世界平和ですとか、共通理解というものにつながっていくと思いますの

で、今の段階から考えろとは言いませんけれども、そういったところも見据えた姉妹都市提携を目指し

ていただければというふうに思います。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  よろしくお願いします。大分質問が出てきたんですけれども、私のほうで

も、幾つか確認させていただきたいと思います。 

 学校の話、教育の話ですけど、オープンだというのは当たり前で、向こうの教育の在り方がそういう。

本当に特に西部は自分たちで学校をつくって、自分たちで維持すると。開拓者の人たちが自分たちで学

校をつくって運営するというのは当たり前でしたので、そこから始まっている。京都もそうですけれど

も、番町小学校もそうですけど。だから、自分たちの学校として運営していく、自分たちの教育だから、

教育委員、教育長を選ぶ。それが歴史的に当然なので、それを日本がどこまで、今の三鷹が学べるか。 

 そこは、でも、逆に言えば、市民を育てる教育をしてきたアメリカの教育を、じゃあ、三鷹が学べる

のかと。そこは結構大きいことだなと思うので、その辺は逆に言えば、きちっと学べる。そういうこと

ができるのかどうかということも含めて、市民が主体となって学校運営してきた、その誇りがあるとこ

ろ。ラ・カニャーダがどこまで歴史が深いのか分かりませんけども、確認していませんけど、その辺り

のことがあると思うので、今日、教育長はいないので、突っ込み切れませんけれども。 

 そういう背景があってのことだということを含めて、教育の在り方、市民が学校を支えている在り方、

当たり前のように市民が入っていって、運営も一緒にやっていくというのは、ヨーロッパ、ほかの地域

でも結構ある話なので、その辺りの在り方をどう対応して、こちらが受け止めて、学べるのかという辺

り、その辺をもう一回、イメージとか、感覚とか、確認させてください。 

○副市長（土屋 宏さん）  アメリカの学校制度って結構複雑で、地域によってまちまちだというこ

とは理解しております。先ほど、冒頭でも御説明させていただきましたけれども、教育に関して独自の

教育学区というのを持っている市、持っていない市、いずれもあるということで、教育行政の在り方が

まちまちなんだなというふうに思います。 

 そうした中で、先ほど申し上げたとおり、フリントリッジ市については独自の学区を持っていて、教

育委員もそこから選ばれてというようなやり方を取っているということでした。私も、向こう側のやっ

ている教育行政に対して、三鷹市がどこまで取り入れられるかという具体的な内容については、私が答

えると越権になってしまいますので、差し控えさせていただきますけれども、これも私、向こうの市長

といろいろ話す中で、幾つか、共通点というものがありました。 
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 教育もそうなんですけども、市がやっていることに関しても、環境を重視していることとか、あるい

はトレイル、市内の遊歩道、三鷹も歩いて回れるウオーカブルなまち、回遊ルートみたいなことをやっ

ているというのがあるので、市民が交流するということだけではなくて、施策として学び合えることを

しっかり学び合いたい。 

 もちろん、土地柄というか、お国柄も全て違いますから、全部まねできるわけではないんですけども、

そういったものについて学び合いたいですという話もさせていただいたし、向こうも三鷹から学びたい

ことがいっぱいありますみたいな話をいただいています。そこら辺というのは、またこれからいろんな

可能性について、すみません、自分でこう言っていて、あれもこれもやりますよと、今宣言しているみ

たいで。もちろん、スモールスタートで、今後、長いスパンの話ということは、申し訳ないんだけど、

御理解いただきたいんですけれども、今、私としてはそういう思い、夢を膨らませているところであり

ます。 

 ちなみに、確かにこちらのラ・カニャーダの学区というのは学力的にもかなり高い。どうも、カリフ

ォルニアで第１位、全米で第７位の学区にランクづけされていると、すごいところみたいです。小さな

コミュニティというところでの学校、市そのものが２万人の人口しかいませんから、たしか面積は三鷹

と同じくらいだったのかな。三鷹よりちょっと大きいぐらいで、２万人の人口という小さなコミュニテ

ィの中での、土地がいっぱいあるところでの学校ですので、住民といろんな学校だとか、公共施設のつ

ながりというのは非常に近い学校ではあると思うんですけれども、そうした学校の取組です。 

 三鷹の土地柄と共通するところ、しないところ、いろいろありますので、どういったことが取り入れ

られるかという、お互いの学び合いというのはしていく必要があるかなというふうに思っています。 

○委員（野村羊子さん）  ありがとうございます。先ほどの、今、土屋副市長のほうで触れられたそ

の政策の話。ラ・カニャーダ・フリントリッジ市も、気候関係の計画をつくって、カーボンニュートラ

ルを目指すという政策を、実際実施していたりとか、グリーンビンという、生ごみとか庭木の剪定枝と

か、そういうものを全部ちゃんと堆肥化するというふうな、そういう施策を推進しているというのが、

調べると出てきて、もしやるのであれば、そういうノウハウなんかもうまく学べるといいよねと。 

 ロサンゼルスとか、アメリカの都市は樹冠被覆率、今ニューヨークもそうですけど、とにかく樹冠を

増やすというふうなことに動いている。ここは多分、わざわざ努力しなくても、それくらい樹木がたく

さんあって、樹冠被覆率はかなりの比率に達していると思いますけども。そういうことも含めて、環境

問題なんかは、学ぶところがあるのかもしれないなというふうには思います。今、その辺も政策につい

てという話があったので、そこは取りあえずそのことでいいかなと。 

 さっきちょっと触れた災害時とか、いろいろ非常時のときに、三鷹からあちらへ避難するとかいうこ

とが可能かどうか。今回、ウクライナであったときに、三鷹はたまたま都営住宅が空いていたから、た

くさんの人に来ていただいて、ＭＩＳＨＯＰで受け止めて、いろいろ支援をするということをやってい

ましたけども。福島のときは、三鷹から矢吹にいろいろ支援に入ったりしました。そういうような、何

かあったときに支援し合える関係というのも、私は姉妹都市として重要かなと思っているんです。 

 その辺り、距離があり過ぎて、どこまで具体的なことができるかは分かりませんけど、その辺の話は

どこまでできたのか、イメージとしてあるのかどうかというのを確認します。 

○副市長（土屋 宏さん）  今回の視察において、先ほどちらっと申し上げましたけども、災害時に

どうするか、何か協力できるかというところまでの話はしていません。まだそこまでの確認はできてい
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ないところです。 

 今後、これから先、姉妹都市協定を結ぶに当たっての協定書というものを、お互いの首長同士でいろ

いろ議論しながら詰めていくプロセスがありますので、そこでどこまで盛り込めるかということです。

ただ、現実に、今現在、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市がスペインのビジャヌエバ・デ・ラ・カニ

ャーダ市との協定の中では、災害ということに関しては触れられてはいないというのが現状です。これ

は、今後の検討課題かなと。 

 向こうにそういったものは可能かということを投げかけてみることはできますけれども、先ほど委員

もおっしゃったとおり、距離的な問題とかがあって、どこまでできるか。絵に描いた餅になってもしよ

うがないので、その実現可能性についてのディスカッションというのをやることも必要かなというふう

に思っています。 

○委員（野村羊子さん）  分かりました。いろいろな場面を想定して、今、三鷹市が実際に矢吹町と

か、いろいろ提携している関係性の中でやってきていることと、どこまで一緒に考えられるか、られな

いか。とにかく、直接交流するには費用も時間もかかるところで、その負担が本当に負担としてなって

いくのか。効果として見えるのかという辺りの判断、両方あるので、先ほどの委員でも、評価の在り方。

何がどうしたら、これ、成功、成果があったと言えるのかという、その評価点をどこに置くのかという

のが、今後すごく重要だと思うんです。 

 先ほど、市民の皆さんと一緒にそれを練り上げていくような話ができたらいいのにねという話があり

ました。私も、市民を巻き込んで、できれば本当は決める前に広報するということは分かりましたけど

も、一方的なお知らせではなくて、市民から声を聞くような。ＭＩＳＨＯＰでオープンスペースをつく

るでもいいんですけども、この時間にラ・カニャーダの話をしますので、皆さん、来てみてくださいみ

たいな、そういう呼びかけでも取りあえずいいので、関心ある人がそこで情報共有しながら話をするみ

たいな。 

 そういうようなことを、ぜひ、できれば提携前までに、市民の意識醸成を含めて、あるいは反応をち

ゃんと市が受け止めるということも含めて検討していただきたいと思います。まずは協定締結前に、市

民の声をちゃんと受け止めるという場をつくってほしいと、私も改めて思いますが、いかがですか。 

○副市長（土屋 宏さん）  先ほど、少し触れさせていただきましたけども、まず国際交流協会の中

にこの姉妹都市締結に向けた、そして締結後は主体的に担っていただくというような形でのプロジェク

トチームをつくろうというふうに思っています。そのプロジェクトチームのイメージなんですけども、

今いるＭＩＳＨＯＰの会員だけで、内輪でつくるというよりも、いろんな団体さん、ＪＡさんとか、Ｊ

Ｃさんとか、商工会さんとか、あるいは住民協議会だとか、いろんな団体さんがありますから、そうい

ったところからメンバーを募って、市民レベルでこういった交流をしていきたいねとか、こういうこと

が望ましいんじゃないかということを考える、まずはそういうプロジェクト、実行委員会的なものをつ

くりたいと思っています。 

 そこでの活動の中で、いわゆるまちづくりディスカッションのような形の市民の意見を聞くような場

面というのを企画できれば、そういったことも含めてやらせていただきたいなというふうには思ってい

ます。声を聞く機会というのは、我々としても努力をしていきたいと思います。 

○委員（野村羊子さん）  そう、団体からだけじゃなくて、手挙げの実行委員に参加したいという、

こういうのは声をかけたら、１人、２人、思わぬ人材が入ってくる可能性もあるので。絶対今、埋もれ
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ている人たちがいるんですよ。お仕事が終わっちゃったような人たちで、まだまだ。コロナ中に、再就

職できずに、何もできずにと、この間話を聞きましたけど、ああ、そういう人材もいるんだなと。そう

いう人たちを掘り起こしましょうよと思いますので、いろいろ広く声をかけてみるというふうなことが

できるといいなと思います。 

 その先のことは、またその先のことで、とにかくどうなるか。市民の皆さんの思いをどう受け止めら

れるかというところにかかると思うので。 

 あとは、いろいろ私のほうも質問がありまして、大体、説明等を含めて、今のやり取りでまあまあと

思いましたので、取りあえず今日はこれでいいです。 

 ありがとうございます。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩したいと思います。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員（野村羊子さん）  すみません、１点、聞き忘れがあって、平和施策についての確認をしたい

と思います。三鷹市としては、平和事業の範疇でやるというふうになっています。先ほど植物園、日本

人のツバキを大切に。歴史上、強制収容があって、日本人はみんな強制収容されて、全部財産を置いて

いかなくちゃいけなかったという歴史的な事実があって、そのことがちゃんと受け継がれていて、その

話がちゃんと継承されているのか。 

 そのことで、日本との関係とか、平和への思いとかいうふうなことがあるのか。そのことが交流の中

できちっと示されていくのかと。平和政策としてやる以上、本当に狭い意味での平和というところもき

ちっと位置づけておく必要があると思うんですが、いかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、この平和という観点なんですけれども、デスカンソ・ガーデンズ

の日本庭園のいわれというものは、フリントリッジ市側としてもかなり大きくアピールをしているとこ

ろです。もちろん、私も全部の市民の皆さんにそのことを知っていますかと確認したわけではないので、

そこまでは分かりませんけれども、市としてはそこら辺をしっかりとアピールしているというところは

確認しています。 

 また、向こうの姉妹都市協会がありますけれども、この姉妹都市協会の目的というのは、読み上げま

すと、１人の人間、１つの地域社会から、相互の尊重、理解、協力を通じて、平和を促進するというふ

うに姉妹都市協会のコンセプトとして明言されています。そういった意味では、あちら側も平和という

ことについて十分理解した上での取組。そして、私どものほうとしても、市長のメッセージの中で平和

ということを大事にしたいということを伝えましたけれども、そのことについて、向こうの当時のキ

ム・ボウマン市長も、平和は私も大切だと思っていると。だから、三鷹市の考え方に全面的に賛同する

と言ってくださいました。 

 そうしたことから、まず、平和をキーコンセプトということについては、お互いの共通理解ができて

いるというふうに思いますし、そういったことを踏まえた活動を実際にしているボランティア団体、姉

妹都市協会もあるということは御理解いただければと思います。 

○委員（野村羊子さん）  分かりました。地域、足元からの交流そのものが、平和をつくる１つの手

段でもあるとは思います。それと同時に、そこにどういう物語がついているのか。そこを、物語によっ

て人は覚えていくので、感じ取って、共感していくというか。だから、そこをきちっと伝えていく、そ

のことを共有する。三鷹の中であった中島飛行機の空襲の話とか、そういうようなことも含めて、ちゃ
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んと交流し合えるということが、今後も大事かなと思います。 

 その辺りも含めて、きちっと対応できていくのか。そこは外さずに、具体的な事業の中にもちゃんと

入れていくということを確認したいと思います。いかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  実は、おっしゃられたことというのは、三鷹市のバックグラウンドとし

て、そういうものがあるというのは、市長の向こうへのメッセージの中で、まずはしっかりと伝えてい

るところです。例えばですけれども、三鷹にはかつて軍需工場があって、その歴史を伝える戦争遺跡、

あるいは戦争の痕跡が今も残されていると。私たちは、それを保存、調査しながら、平和の大切さを次

世代へ伝える取組を続けているんだというようなこと。 

 あるいは、井の頭恩賜公園、かつて戦時中に園内の杉の木が空襲で亡くなられた方たちの質疑を作る

ために伐採されて、荒涼とした形になってしまったと。しかし、その後、多くの人々の努力によって公

園が再生された。そういったところと、デスカンソ・ガーデンズのいわれ、いきさつ等々について、し

っかりと話をしました。 

 実は、このことに関して、後ほど領事館の副領事の方からメールがあったんですけども、この話を聞

いた向こうの当時の副市長、現副市長が別のレセプションの場で、三鷹市のこうしたメッセージにすご

く感銘を受けたというスピーチをしたと。私も、ぜひその内容を知りたいみたいな形でのメールをいた

だいたということなので、少なくとも向こうの市の執行部の方たちに、そうしたメッセージはしっかり

と届いていると思います。 

 これから具体的な取組を進めていく上でも、そうしたところ、中学生が単にホームステイに行って、

帰りました、英語が得意になりましただけではない、プラスアルファの付加価値みたいなものをしっか

りとつくれるような事業展開について、これから組み立てていく必要があるというふうに思っておりま

す。 

○委員（野村羊子さん）  ありがとうございます。今日の資料で市長メッセージの要旨というのがあ

りますが、一言で済ませていますよね、戦争の記憶を継承しながら、平和の大切さ。ある意味、いつも

言っている定型文のような言い方なので、これに関して、この市長メッセージの全文を公表するという

考えはあるか。 

○副市長（土屋 宏さん）  お時間、許されるなら、今ここで私、読み上げてもよろしいかと思うん

ですけど、いかがでしょうか。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩します。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  お願いいたします。 

○副市長（土屋 宏さん）  では、英語ではできないので、日本語で読ませていただきます。「ラ・

カニャーダ・フリントリッジ市の皆様へ。東京都三鷹市長の河村 孝です。このたび、副市長の土屋 

宏をはじめとする三鷹市訪問団がラ・カニャーダ・フリントリッジ市を訪問しております。両市の新た

な友好関係を築く大切な機会に当たり、皆様に御挨拶申し上げたく、このメッセージを託しました。 

 まず、このたび訪問団を温かくお迎えいただきました、キム・ボウマン市長をはじめ、市議会議員の

皆様、姉妹都市協会の皆様、そして市民の皆様に、心より感謝申し上げます。また、ＮＡＳＡジェット

推進研究所の見学をはじめ、貴重な機会を御用意いただいておりますことを、ありがたく思っておりま

す。 



[速報版] 

 －19－ 

 三鷹市では、これまで市内に暮らす外国籍市民の皆様との交流を通じて、様々な国や地域の違いの理

解を深めながら、多文化共生のまちづくりを進めてまいりました。そのため、特定の国や都市との交流

は行ってきませんでした。そのような中、このたびラ・カニャーダ・フリントリッジ市から姉妹都市締

結に向けた御提案をいただいたことは、三鷹市にとって国際交流の新たな一歩であり、大変意義深い機

会であると考えています。 

 私が今回の姉妹都市交流に期待を寄せているのは、両市が平和を大切にするという共通の思いを持っ

ていると感じているからです。三鷹市にはかつて軍需工場があり、その歴史を伝える戦争遺跡や、戦争

の痕跡が今も残されています。私たちは、それらを調査、保存しながら、平和の大切さを次の世代へ伝

える取組を続けています。 

 また、三鷹市を代表する井の頭恩賜公園も、戦時中に大きな影響を受けました。園内の杉の木は空襲

で亡くなられた方々のひつぎを作るために伐採され、公園は一時荒涼とした姿になったと伝えられてい

ます。しかし、その後、多くの人々の努力によって公園は再生され、今ではたくさんの人々が集う憩い

の場になっています。その姿は平和の尊さを私たちに伝えてくれます。 

 今回、皆様がデスカンソ・ガーデンズと井の頭恩賜公園との共通点に着目してくださったのは、大変

うれしいことです。デスカンソ・ガーデンズの日本庭園は、日本とアメリカが困難な歴史を乗り越え、

相互理解と友情を育んできた歩みを象徴する場所であります。私は、２つの公園に共通しているのは、

過去の経験を未来につなげようとする人々の思いであり、その根底には平和への願いがあると考えてい

ます。 

 だからこそ、両市の交流もまた人と人との理解を深め、未来へつながる友好のかけ橋になってほしい

と願っています。さらに、教育や学びの分野にも大きな可能性があります。三鷹市には、国立天文台を

はじめとする研究機関が集まり、多くの市民が宇宙や天文学に関心を寄せています。一方、ラ・カニャ

ーダ・フリントリッジ市には、世界的に知られるＮＡＳＡジェット推進研究所があります。宇宙や科学

への関心という共通点は、今後の両市の交流を発展させる力になるものと期待しています。 

 また、子どもたちや若者たちの交流も重要です。互いの文化や歴史を学び、友情を育み、未来を担う

世代が国境を超えたつながりを築いていくことこそ、姉妹都市交流の大きな意義だと考えています。市

民が学び合い、子どもたちが交流する、そうしたつながりこそが、未来の平和と友好を支える大きな力

になると信じています。 

 三鷹市では、これまで公益財団法人三鷹国際交流協会が市民の国際交流や、相互理解の取組を支えて

きました。私は、姉妹都市交流の原動力は市民同士の交流にあると考えています。今後は、三鷹国際交

流協会と、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市の姉妹都市協会の皆様が連携し、市民同士の交流の輪が

広がっていくことを心から願っています。行政がきっかけをつくり、市民が友情を育てる、そのような

交流こそが、長く続く姉妹都市関係の礎になると確信しています。 

 三鷹市としては、正式な姉妹都市締結に向けて、市議会や市民の皆様の理解を深めながら、着実に歩

みを進めてまいります。両市が共有する平和への願いと、学びへの情熱を基礎として、長く友好関係を

築いていきたいと考えています。そして、デスカンソ・ガーデンズが象徴してきた日米の絆のように、

両市の友情が次の世代へ受け継がれる確かなかけ橋となることを、心から願っております。 

 結びに、皆様の御健勝とラ・カニャーダ・フリントリッジ市のますますの御発展をお祈り申し上げま

す。本日の出会いが両市の新たな歴史の始まりとなることを願い、私からの御挨拶とさせていただきま
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す。 

 ありがとうございました。三鷹市長、河村 孝」というような形でのメッセージを伝えて、現地では、

通訳の方がフレーズごとに翻訳しながら、向こうに伝えていただきました。 

 ちなみに、これは少し余談ですけれども、通訳の国際交流協会の理事の先生が、この英訳って、なる

べくフレンドリーになるように訳すねと言ってくださって、最初、「ラ・カニャーダ・フリントリッジ

市の皆様」というところも、「to everyone」じゃなくて、「to our friends」で始まって、そんな形

で、私、英語は分からないんですけども、フレンドリーな英語で訳してくださったということも確認し

ております。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  ありがとうございます。できれば、そうしたら、市長のメッセージと、で

きればその英訳文を併せてホームページのほうにも載せていただくと、市民の皆さんの理解が深まると

思うんです。今の長々と、いろんな説明の中のことが、一応凝縮されたメッセージになっていますよね。

そこで、どういう反応が出るかというか、そこを含めて進めたいのであれば、私はそれをぜひお勧めし

たいと思いますが、可能でしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  これ、ホームページに掲載することは可能です。 

○委員（大城美幸さん）  フリントリッジ市も、三鷹市も、前のめりで、皆さんの質疑も、もう姉妹

都市を締結することが前提のような質問でしたが、せっかく副市長がいらっしゃるので、６月議会のと

きの報告も含めてなんですが、そもそものことをお伺いしたいんです。昨年５月に書簡が送られてきて、

議会に正式に報告があったのは、５月の行政報告でした。１年間も報告しなかったのはなぜか。議会軽

視ではないか。その１年間、どんなやり取りがあったのか。 

 そして、当初、議会も市民の理解も得る必要があると思ったと思うので、慎重に検討していきたいと

言っていたにもかかわらず、視察に行ったことについて、フリントリッジ市からの正式な訪問はない中

で、三鷹市が視察に行く必要、その理由があったのか、疑問に思うのですが、いかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、この経過といたしましては、確かに令和７年５月にフリントリッ

ジ市の市長から三鷹市長宛てに、姉妹都市締結の申出に関する書簡というものが届いています。また、

その直後に、やはりフリントリッジの姉妹都市協会からも、もろもろの資料が届くと同時に、最初は、

大阪万博のときに日米のサミットみたいなのがあって、そこの段階で姉妹都市調印できないかというよ

うなことを、向こうは言ってきました。 

 それは多分、令和７年度の話、もうすぐにというような話がありました。それに対して、三鷹市とし

ては、今までの三鷹市の国際交流の在り方を転換する形になるので、少し慎重に考えさせてくれという

返事を向こうに送っています。ただ、決して後ろ向きではないということも添えつつ、向こうにそうい

った形で返したというのが、最初の取っかかりでした。 

 ただ、その後、相手方と市とのほうでいろいろとやり取りをしていく中で、私自身も思っていた部分

があるんですけれども、三鷹国際交流協会の取り組む事業というものの新たな一歩というのは、これか

らの子どもたち、あるいは市民の国際理解に対しても必要であるという思いは持っていました。という

のは、今までの特定の地域とか国を限定しない、幅広い国際交流、それはそれでもちろん大事です。こ

れからも続けていく必要はあるんですけれども、そうじゃない形での新たな一歩を踏み出す。 

 それは、三鷹市の国際交流の在り方もそうなんですけども、そこはＭＩＳＨＯＰって多分、そろそろ
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設立40周年。40周年の中で新たな一歩というのは、当然必要だろうと。その１つの大きなきっかけと

して、こうした形でのやり方というのは非常にいいのではないかというふうな形での考え方の転換とい

うのは、三鷹市としてもあったのは事実です。そうしたことから、三鷹市としても、向こうがそこまで

積極的に申し出てくださるのであれば、これを受けるということも十分あり得るということでの、ある

意味での考え方の転換というのがあったのは事実だというふうに認識しています。 

 ただ、具体的にどういうタイミング、スケジュール感で進めるかということに関して、今度はすごく

直近の話になりますけれども、６月の議会の段階で、市長は10月ぐらいに、９月議会に上程して、10

月に締結したいというような発言、本会議でもしていると思います。それに対して、議会の皆様からも

いろんな御意見をいただく中で、もう少し説明する時間というのが、我々としてもあったほうがいいし、

あるべきだろうということで、締結時期についての一定の延期というか、９月ではなく12月にすると

いう調整をさせていただいたというところはあります。 

 向こうの市長が１回、非公式に三鷹市にいらっしゃいました。皆さん、非公式だから、全然公式じゃ

ないよと。確かに非公式に来たのは事実なんです。私、向こうに行って、市長と話をしました。実際に

非公式ではあっても、市長にいらしていただきましたね、三鷹のまち、どうでしたかとか、いろいろ聞

いたんです。フリントリッジってそれなりの富裕層も住んでいるまちですから、住宅の状況というのは

全然違う。 

 実際に自分もそれを見て、三鷹のまちをどう思いましたと聞いたら、私はそういうまちが好きです。

あれが日本のまちですよねということも、市長からもおっしゃっていただいた。その市長も、あえてプ

ライベートではあっても、具体的な場所までは聞きませんでしたけども、三鷹駅の近くに民泊をしたと

いうんですよね。だから、本当に。多分、武蔵野市側だと思うんですけども、そういった、あえて都内

の繁華街に泊まらずに、三鷹の近くに民泊をして、三鷹のまちをしっかり見させてもらって、このまち

はいいなと感じましたという話はいただいています。それは１つのエピソードではあるんですけども。 

 その上で、私は今回、自分たちが行きました。それは、なぜ行ったかというと、多分、皆さん、お分

かりいただけたと思うんですけれども、分からないことがいっぱいあったんです。もしかすると、フリ

ントリッジ市側はそこまでのことを詰めなくても、姉妹都市締結が、議会とか市民との関係の中ででき

ちゃうんだろうなということは感じたんですけども、うちは違いますよね。しっかりと把握しなくては

いけない。 

 だからこそ、今回あえて私と、教育長と、担当部長も含めて行ってきました。向こうとスケジュール

感の調整をするときに、今回、私は市長ではない。あくまでも市長の名代だけども、でも市長がいる。

名代として来ている。しかも教育長も来ている。公式に訪問している。今回の公式訪問は三鷹市として

は一大イベントですと。 

 その上で、次に協定締結をするのであれば、今度はそちらが正式に市長さんを含めて来てくださいと

いう話をしました。それがフィフティー・フィフティーですよねという話をさせてもらいました。我々

は、議会の皆さんにも、あるいは市民の皆様にも理解していただくために、行かざるを得なかったから、

行ってきましたけれども、でも、一旦は公式に我々が行っているんだから、今度の機会は協定締結の機

会だろうから、そのときには必ずそちらからいらしてくださいとお願いもして、傍目で見て、対等な関

係というのをつくるということもやらせていただきました。 

 今回の正式な訪問というのは、私としては、こういった説明をこういう場で、あるいは別の場で市民
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の皆様にさせていただくためには、どうしても必要なことだったし、逆に行ってよかったなと思ってい

ます。その上で、向こうとのフィフティー・フィフティーの関係で、来てもらうということまで約束し

てきたというところで、一定の成果があったんじゃないかなというふうにも思っているところです。 

○委員（大城美幸さん）  少し慎重に考えさせてくれと、最初言った。でも、後ろ向きではないとい

うことも言った。ＭＩＳＨＯＰ、国際交流協会が40年を迎え、新たな一歩を踏み出す考え方の転換点

にあるというふうに考えた時点で、それが５月だったんですか。どうして、もっと５月の前に議会での

報告がなかったのか、お伺いしたい。 

 それと、９月、議案提案すると言ったのは、先ほどの御答弁で、議会からも意見があったから、もう

少し説明する時間が必要というふうに考え、12月というふうに延期したということを確認してよろし

いでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、ラ・カニャーダ・フリントリッジ市との姉妹都市締結に向けての

ことを議会のほうに正式に表明したのは、予算編成方針の中だったというふうに思います。ただ、その

予算編成方針の中では、検討を進めますという表現であって、締結しますという表現ではありませんで

した。本当に我々もいろいろなことを、一応そういった形で表明しますけれども、常に考えながら仕事

しているというのは、これはぜひ御理解いただきたいんです。 

 戦後80年のいろいろな取組を踏まえる中で、新たな転換というもの、それは国際交流という観点で

も必要だというような思いの中で、検討しますといったところを少し早めたい。しかも、それは向こう

からもせっかく言ってきてくれている。当該相手の市が、言葉は悪いので、議事録は難しいんですけど、

決して悪い市ではないというところもあって。そうしたところから、でも、やるんだったら、早く結ぼ

うよというような形での、三鷹市側としての意思決定としての転換が予算編成後、予算の説明をさせて

いただいてから、５月の行政報告の間にあったというのは事実です。 

 ですので、逆に言うと、そういうふうに我々が転換したのであれば、少しでも早く議会の皆様にその

ことをお知らせする必要があるということで、５月の行政報告の段階でそういったことを考えていると

いうことを、もう少し明確に打ち出させていただいたというのが、今回の経過だということになります。 

○委員（大城美幸さん）  時間的な経過というか、考え方が移り変わっていったことは、理解しまし

た。 

 次の質問をします。今、経済情勢、円の状況を考えるのと、物価高騰のさなか、海外との姉妹都市締

結について、市民からの理解が得られると思っているのかどうか、考えをお聞きしたいと思います。 

○副市長（土屋 宏さん）  自治体の政策、施策というのは、何か１つをやればいいというものでは

ないというのが基本的な立場、考え方です。経済状況、あるいは物価高騰を踏まえた対策、これはまた

改めて今後、補正予算等々でも対応策について、恐らく皆様のほうに御提案させていただくことになる

んじゃないかというふうには思いますけれども、そうしたことについてはしっかりとやっていきます。 

 ただ、先ほど来申し上げているとおり、この姉妹都市交流の目指すところというのは、今の何か効果、

喫緊の効果、メリットを期待してやるというよりも、子どもたち、あるいは市民のそういう意識、気持

ちを変えていくことでの、地域への将来的な還元というところが大きいと思います。そういった意味で

は、質の違う取組であるというふうに私は認識しております。そうしたところからすると、こういった

ものを並行してやっていくということは、決して自治体としておかしな取組ではないというふうには思

っております。 
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 もちろん、今の円安の状況、私も行って、大変でした。向こうで何か買おうと思っても、日本円に換

算すると、うわ、これは高いというのがいっぱいあったんです。それはそれで、もちろん感じたところ

はありますけれども、それは常にずっとそうかというと、そうではない部分もあります。この取組とい

うのは、将来を見据えた取組であるということ、この辺を市民の皆様にもしっかりと理解していただく

努力。 

 先ほど、私の思いつきで、広報で連載しますなんていうことを言いましたけれども、そういったとこ

ろを含めながら、市民の皆様に御理解いただくような取組と努力は、続けさせていただきたいというふ

うに思います。 

○委員（大城美幸さん）  分かりました。ちゃっちゃか行きたいと思うんですが、三鷹市の考え方、

市長のメッセージが、先ほど全文を読まれました。前のめりで、締結することが前提のようなメッセー

ジとなっていますが、このメッセージこそ、議会に前もって説明すべきではなかったのか。議会の合意、

市民への説明を先にする必要があったのではないかと思うんですが、その点はいかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、このメッセージ、これは市長の思いをつづっています。ただ、

我々もこうやって必ず注意しなくてはいけないところなんですけれども、正式な姉妹都市締結に向けて、

市議会や市民の皆様の理解を深めながら、着実に歩みを進めていきたいというふうに表現しています。

あくまでも姉妹都市を結ぶことにしましたからという内容ではない。こういう思いで姉妹都市締結を結

びたいんだということをつづった上で、あくまでも市議会や、市民の皆様の理解を得ながら進めるとい

うところは、しっかりと留保しているメッセージになっているというふうに思っております。 

 これをどの段階で公表すべきだったのかということです。難しいですけども、今までいろいろなとこ

ろで市長のメッセージなり、挨拶を代読したりということをやりますけれども、基本的には市長のメッ

セージを事前に公表するということは、した経験が恐らくないと思います。フリントリッジ市に対して

も、私はこれ、ちょっと変な言い方ですけども、向こうで初めて読み上げて、翻訳してもらうことでの

向こうへのインパクトというのも、正直考えました。 

 やっぱり、かなり力の籠もった、見方によっては前のめり。でも、かなり思いの籠もったメッセージ

になっているんじゃないかなというふうに思いますので、こういうのが事前に行きますよということを、

向こうにも知られたくなかったというか。その場で、初めて聞く、向こう、相手の顔を見ながら、この

メッセージを伝えたいという思いもありましたので、これは正直言って、私と通訳の方、梶田部長も最

終バージョンは知らないんじゃないかなという、本当に市長との話の中でつくり上げたメッセージだっ

たので、あえて事前に公表するということは考えませんでした。 

○委員（大城美幸さん）  分かりました。市長も前のめりになったということは、メッセージでも伝

わってきます。 

 次の質問に移りますが、フリントリッジ市の議会の５人の議員の間では、情報共有がなされ、合意が

図られているとのことです。三鷹市との姉妹都市締結について、フリントリッジ市は議会での議決はし

なくても進められるものなのか、議会での議決がもう終わっているのか、いつなのか。それと、市民も

交流に参加されたということですが、市民への三鷹市との関係の情報提供と理解はどれくらい進んでい

ると感じたのか、お伺いします。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、姉妹都市締結に向けて、フリントリッジ市の議会としても議決が

必要であるという話は確認をしてきています。まだ議決という段階には至っていないと思いますけれど
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も、議決が必要であるということは確認をしてきております。 

 それから、市民の交流の動きですけれども、ここを先ほども少し説明の中で触れたところでもあるん

ですけれども、あちら側の市民も、市議会の議決、そして、しかも、こちらとの議決、そして協定の締

結というのがないと、具体的な事業のアナウンスだとか、アクションを起こすというのはなかなか難し

いという話も、確認はさせていただきました。だからこそ、向こうは少しでも早くというようなことで

言ってきているところです。姉妹都市協会がどうしても10月ぐらいに結びたいと言ってきた理由の１

つが、そこにあるというふうに考えています。 

 三鷹市との関係とか、情報提供という観点ですけれども、私自身がフリントリッジ市の皆さんに直接

いろいろヒアリングしたわけではないので、認知度というのはどこまでかというのは、正確に申し上げ

ることはできません。ただ、いろんな場面で、いろんな方たちと会話をさせていただく中では、かなり

日本の三鷹市ということについて御存じの方はいらしたなというふうには思っています。 

 逆に言うと、私はそれを見て、早く三鷹市民のほうにもその認識を持ってもらうことが大切だという

思いを、新たにして帰ってきたぐらいですので、くどいようですけども、じゃあ、８割、９割知ってい

るのかというと、そこは多分そうではないと思いますけれども、関係する市民の方たちは、相当な熱意

を持って三鷹市を迎えてくださっています。 

 逆に言うと、姉妹都市協会の皆さんが市民に対して、いろんな方にそういったことを前提の紹介をし

てくれるんです。そういった意味でも、三鷹市のプロモーションというか、ＰＲということについて、

向こうも努力してくださっているなということは感じました。 

 補足ですけれども、議員さんなんですが、５人いるというふうに申し上げました。この５人の中から、

１年ごとに市長、副市長が選ばれるということ。そして、この５人は全員が一気に改選しないように、

時期をずらして改選するということで、私たちが行ったときの５人は基本的に同意していると。さらに、

そのうち１人なんだと思うんですが、替わるんですよね。次期の議員さんというのもその場にいらして、

もちろん、自分もこれについては賛同しますということをおっしゃってくださっているので、ラ・カニ

ャーダ・フリントリッジ市としては全員賛成で、この姉妹都市ということを議決する方向性というのは

できているというようなところも、確認をさせていただきました。 

（「議決の時期は分かりますか」と呼ぶ者あり） 

 すみません、その議決の具体的な時期まで確認していないので、そこは改めて、どこかで私どものほ

うとしても、向こう側に想定時期を。こちらは時期を12月というふうに言ってしまったので、それを

受けて、向こうもどうなるかというのもありますので、それについては改めてどこかの場で確認をして

みたいと思います。 

○委員（大城美幸さん）  三鷹は12月に議案が出ると。それまでに市民の合意、市民の周知、理解

がどこまで進むかということで判断をしたいと思うんですが、万一、市民からたくさんの意見が出て、

理解が得られなかった場合は、また延期ってありますか。 

○副市長（土屋 宏さん）  たらればの話、非常につらいんですけども、今の段階で私が言えるのは、

多くの市民の皆様に知ってもらって、理解してもらうために、我々ができることをとことんやるという

ことかなというふうには思っております。 

○委員（大城美幸さん）  先ほどまでの質疑の中で、国際交流協会を通じたイベント等、いろいろ市

民への周知、情報提供、意見聴取も行うとのことでしたので、ぜひそれは進めていただきたいと思いま
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す。 

 ＮＡＳＡジェット推進研究所について１つ確認したいと思います。そこって、攻撃用ミサイルとか、

軍事研究をしていないということを確認したか、お伺いします。 

○副市長（土屋 宏さん）  すごく確認しにくかったんですけども、そこら辺は多分、議会の皆様も

気にされる方もいらっしゃるかなというふうに思いましたので、聞いてきました。ここの研究所は、先

ほど申し上げたとおり、カリフォルニア工科大学の研究所からスタートして、途中でＮＡＳＡの研究所

の位置づけがなされたということです。 

 2026年に設立90周年を迎えるという施設です。正直に軍事、要は武器の開発、やっているのかとい

うことを聞いてみました。かつてはやっていたと言いました。ただ、そうした反省を踏まえて、今は、

先ほど、これも御説明したとおり、宇宙研究、あるいは無人探査機の開発、そういったものをテーマと

して、軍との関わりは持っていないと。ＮＡＳＡの研究所の中には軍との関わりを持っている研究所は

ありますけれども、ＪＰＬはありませんという話はいただいてきております。 

○委員（大城美幸さん）  では、ＮＡＳＡの高校生を対象としたスペース・アカデミー・プログラム

に参加してほしいということですが、プログラム参加の費用はどれくらいか。そして、先ほど質疑の中

で、裕福な家庭だけが行くというふうにならない、教育の機会均等とか、そういう配慮はされるとおっ

しゃっていた。私費負担についても配慮するとのことでしたが、その辺、もう少しお聞かせください。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、ＮＡＳＡのプログラムへの参加の費用、これ円とドルでいろいろ

と変わるんですけども、10週間、大体45万円から50万円くらいというふうには聞いております。すご

く難しいんですけれども、まず高校単位でいきたいなというふうに思っています。ここは、これから詰

めていかなくてはならないところなので、例えばの話として聞いていただきたいんですけれども、高校

単位でやった場合、市外の子どもたちもそこの対象になってくる。 

 じゃあ、市外の子たちばかりでいいのかというと、そうもいかないから、例えば高校で10人選ぶん

だったら、そのうちの４人か、５人は三鷹市民の子たちにしてください、みたいな条件付けをするとい

うこともあり得るのかなと。 

 その上で、三鷹市民の子どもが行くのであれば、この40万円、45万円、50万円の間の何がしかの補

助を入れるということもあり得ると思います。この補助金、助成制度の規模感について、今どうこうと

決めているわけじゃないので、何とも言い難いところはありますけれども、そういった配慮はしつつ考

えていく必要があるのかなというふうには思っています。 

○委員（大城美幸さん）  高校単位ということで、この高校でも、三鷹の市民も優先的にというお話

がありましたが、市内の高校に通っていない高校生も、そこの枠の中に何とか組み込めないのかなとい

うことは、今後検討をしていただきたいなと。これは要望です。 

 フリントリッジ市は、先ほども裕福なところだというお話がありました。高級住宅街と思われます。

三鷹市との生活レベルの格差みたいなのは、視察の中で感じられたでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  まず、確かにアメリカ全体の中での裕福度というか、生活水準というの

は相対的に高い自治体なんだろうなということは感じました。ただ、例えば市全体が塀で囲われている

とか、あるいはまちの一角が塀で囲われていて、ガードマンが立っているとか、そういうようなまちで

はありませんでした。 

 私たちも、ロサンゼルスの空港からハイウェイに乗って、知らないうちに、ここからフリントリッジ
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市です、ええっみたいな感じで入りましたし、実際にまちの中を移動のときにいろいろ案内をしてもら

いました。そのときに運転してくださっているボランティアさんが、ちょっと裏道に入りますねと言っ

て、裏道に入ってくれたら、いわゆるここが高級住宅街ですと。確かに庭の広い大きなうちはありまし

た。ただ、言ってみれば、そういうのはどこにでもある話なのかなというふうにも思います。 

 いろいろな話を聞くと、確かに高級住宅街はあるけれども、普通の住宅もあるし、日本でいうマンシ

ョン、向こうで言うアパートメント、そういったところで住んでいる人もいるし、ＮＡＳＡの研究員さ

んなんかも多分いろいろ住んでいると思うんですよね。そういった意味では、全てが全てそういう富豪

ではありませんという話も聞きました。 

 また、まちの中には普通のスーパーもいっぱいありました。ＤＡＩＳＯもありました。ＤＡＩＳＯな

んかもあって、そこで買い物をされている人もいましたし、ちょっとスーパーの様子も見たいと思って

立ち寄らせていただいたんですけれども、いわゆる試食コーナー、肉か、チーズかを焼いて、楊枝で刺

してやる、日本のスーパーでよく見かける光景と同じような光景があって、そういったところからする

と、非常に庶民的。 

 レベルは高いけれども、決して変な形でお高くとまっているのではない、庶民的なところも十分ある

普通のまち。その上で、とても治安のいいまちということで、逆に私としては、安心感を覚えて帰って

きたところです。 

○委員（大城美幸さん）  あと２つ。フリントリッジ市が既に姉妹都市締結をしているスペイン、ビ

ジャヌエバ・デ・ラ・カニャーダ市との交流事業は、ＮＡＳＡの高校生のプログラム参加のほかに、ど

のようなものがあるのか。スペインのほうの年間予算が分かるか。フリントリッジ市の予算が分かるか。

分からなければ、今後調べていただきたいのですが、いかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  ビジャヌエバ・デ・ラ・カニャーダ市との交流ですけども、ＮＡＳＡの

交流と、あと中学生のホームステイ交流、そういったものについては、既に向こうでやっている交流に

なります。 

 ホームステイは、先ほど申し上げたとおり、ホストファミリーと過ごすというような形で、いろいろ

な取組を進めているということを聞いております。 

 予算なんですけれども、このことに関する個別の予算というのは、今現在、向こうでも、私としても

確認はしておりません。ただ、フリントリッジ市そのものは決して予算規模の大きい自治体ではないん

です。市全体の予算額としても、たしか4,260万ドル、だから、日本円に換算すると60億円強くらい

の市の予算ということです。三鷹の10分の１以下という予算になっておりますので、その中で恐らく

やりくりをされているのではないかというふうには思います。 

 ただ、多分、姉妹都市協会の方たちが相当と頑張っていますので、ボランタリーな活動に支えられて

いる部分はきっと大きいのだろうなというふうには推測します。 

○委員（大城美幸さん）  分かりました。先ほど来、交流事業、ホームステイに当たって、私費負担

については配慮するというお話だったので、それはぜひお願いしたいです。 

 最後、１つは、平和事業として、安定的に事業を継続する上で、平和基金の活用が本当にいいのかど

うかということは、慎重に考える必要があるんじゃないのかなと思っています。ＮＡＳＡのプログラム

とかは、平和というより、やっぱり一般財源の教育費で見るべきではないかなという思いもあり、そこ

は慎重にしてほしいと思うのが１つ。 
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 あと、矢吹町や遠野市の日本の姉妹都市がおろそかにならないかというのが、ちょっと懸念するとこ

ろなんですが、そこはいかがでしょうか。 

○副市長（土屋 宏さん）  平和基金なんですけれども、一応、平和基金条例の中には、国内・国外

の諸都市との平和に関する交流の実施というのが、１目的に今条例上記載されています。ＮＡＳＡのス

ペース・アカデミー・プログラムを含め、大きな意味で平和という考えでフリントリッジ市と交流する

というのであれば、平和基金を使うことは決して条例に反するものではないし、趣旨に反するものでも

ないというふうには思います。 

 また、質問委員さんのほうでは、ＮＡＳＡはちょっと違うんじゃないかという御意見もありました。

この事業を推進するに当たっては、財源をどうするかというのは、これから予算編成の中で考えていく

べきことだと思います。丸々平和基金を充当するのか、ある程度の切り分けをして充当するのか。そし

て、それぞれの費目を、高校生の部分、中学生の部分については、教育費で組むのか、あるいは、総務

費でまとめて組んでいくのか。これはまた次のステップで財源構成を含めて考えさせていただくことか

なというふうに思っておりますので、そこについては、まだ今、お答えを明言するのは避けさせていた

だければと思います。 

 矢吹町等々です。おろそかにするつもりは、私はありません。今月も月末、行きます。来月も、１泊

２日でキャンプに子どもたちと一緒に行ってきます。というような形で、一生懸命。あと、次はたつの

市ともう少し親密な関係をつくりたいというのもあります。その辺の努力はさせていただきつつ、これ

もやるということです。 

 私は１人ですけども、企画のほうの所管としては、海外の姉妹都市に関しては平和人権課でやります

けれども、国外の姉妹都市に対しては参加と協働係のほうが所管していますので、それぞれ職員は役割

分担をしながら、必要に応じて私も出向いてというような形で、これからもおろそかにしないで、関係

性をつくらせていただければというふうに思っていますので、ぜひ御理解をよろしくお願いします。 

○委員長（加藤こうじさん）  以上で、企画部報告を終了いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  防災安全部報告、本件を議題といたします。 

 本件に対する市側の説明を求めます。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  よろしくお願いいたします。本日、防災安全部か

らの行政報告は３件になります。１件目は、災害対策用トイレカーのクラウドファンディングの実施に

ついてです。現在、導入を進めておりますトイレカーにつきまして、クラウドファンディングの実施内

容を御報告するものでございます。 

 ２点目は、黄色いタスキ掲示訓練の実施についてです。ＮＰＯ法人Ｍｉｔａｋａみんなの防災を中心

に進めております本事業につきまして、地域における共助の取組、安否確認の仕組みづくりとなる黄色

いタスキを活用した掲示訓練を実施するものになります。 

 ３点目は、小学校での出張授業等によるヒヤリハットシステムを活用した交通安全事業についてです。

今年度進めております本取組につきまして、その結果と、今後の取組内容等について御報告するものに

なります。 

 それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 
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○防災課長（井上 新さん）  資料１、クラウドファンディングの実施について、御確認をお願いい

たします。資料１の概要のとおりでございまして、詳しくはチラシで御説明したいと思います。まず、

クラウドファンディング、目標額でございますが、右上の赤枠にございますとおり500万円に設定をさ

せていただきました。実施期間、中段の青い囲みにございますけれども、もう既に始まってございます

が、７月23日から令和９年３月15日までとさせていただいております。 

 次に、寄附者の特典でございます。右側のオレンジの枠でございます。１万円以上の寄附で、希望す

る方にのみになりますが、お名前、企業名、団体名を車体の側面に記載することにいたしました。背面

ということもございましたが、考慮した結果、側面にするということにいたしました。寄附額の金額及

び掲載の大きさは、記載のとおりでございます。 

 チラシの裏面を御覧ください。寄附パターンが２つ書いてございます。２つの寄附パターンを御用意

いたしました。１つ目は、寄附の申込みのための外部サイトを利用して、インターネットを活用して支

援を求めるふるさとチョイスでございます。緑のほうです。この方法は、団体とか企業も寄附できます

が、振り込み方法がオンライン決済となるため、主に個人の寄附を想定しているところでございます。

募集期間につきましては、ふるさとチョイスというところで一般的な募集期間、こちらのほうは90日

間と設定させていただきました。 

 ２つ目が、右側のブルーの枠囲み、三鷹市まちづくり応援寄附金でございます。振り込み方法は、寄

附申出書を郵送なり、窓口に持ってきていただきまして、原則、納付書で寄附するためでございます。

もちろん、個人の寄附も可能でございますが、主に企業とか団体様の寄附を想定しているところでござ

います。現段階で22万5,000円のオンラインの寄附がございました。 

 あともう一つ、寄附申出書によって、まだこれは入金はされていないんですが、１件、市内事業者様

から100万円の寄附の申出があったというところで、途中経過を御報告させていただきます。 

 募集期間は、このまちづくり応援寄附金は、先ほどお伝えしたように、こちらのほうが長くて、年度

末近い３月15日とさせていただいております。 

 最後に、周知、ＰＲのほうです。このチラシを1,000部程度印刷いたしまして、関係各部署に置いて

あるほか、Ａ３のポスターも50枚作成して、周知、ＰＲを図っているところでございます。人通りの

多い三鷹駅のラックにも置いてあるほか、Ｘとか、市のホームページ、スライダーとかツイッターを使

って広報しているところでございます。 

 続きまして、黄色いタスキの掲示訓練でございます。資料２を御覧ください。目的の前に、資料の一

番下の囲みを御覧ください。改めてになりますが、黄色いタスキの説明です。静岡県の富士宮市に先駆

けて、全国で広がる安否確認の手法でございます。三鷹市では、令和４年度から普及啓発に取り組んで、

主に地震の発生のときに、在宅の無事を確認するという手法で、玄関先等々に掲げることをしています。

岡山県の倉敷市では風水害時に、逃げたよというところでも活用していますが、三鷹市では主に地震を

想定して、この黄色いタスキを考えているところでございます。 

 戻りまして、目的でございますが、災害発生時に住民の安否を迅速に確認をして、支援が必要な人に

支援が届くようにということを目的とさせていただいております。 

 実施日は、９月１日、防災の日とさせていただいて、去年と同様に実施したいと思います。 

 ３番の訓練内容です。今年の黄色いタスキは２部構成とさせていただいております。まず、１部とし

て、掲示訓練というところで、玄関先に黄色いタスキ等々を掲示するということ。加えて、今年度は安
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否確認訓練ということで、事前に町会とか自治体さん、まだ調整中でございますが、御依頼をして、実

際にどれぐらいの黄色いタスキがかかっているのかというのを確認をさせていただいて、それを自主防

災組織に報告する。この自主防災組織というのは、マンションとかの自主防災組織ではなく、７つのコ

ミュニティ住区にある市民の自主防災組織に御報告をいただいて、その後に、またさらに防災課に御報

告いただくというような、新たなスキームを取り入れているところでございます。 

 ４番目の自主防災組織の協力依頼内容といたしましては、(1)で、当該事業について、コミュニティ

の広報紙がございますので、そこで周知を図ってもらうほか、(2)の安否確認訓練の情報の取りまとめ

というところは、先ほど御説明したとおりでございます。 

 今後のスケジュールですが、７月下旬に町会宛てに、もう既に黄色いタスキを配付した町会、約25

町会ございますが、その町会に掲示訓練及び安否確認訓練に参加していただくように依頼して、今調整

中でございます。 

 また、７月下旬には、学校、ちょうど登校の日時と訓練が重なりますので、子どもたちが何をやって

いるのかなというところで気づきもあると思いますので、学校のほうには、こういう訓練をやっていま

すよというような情報提供をさせていただいております。 

 もう８月上旬になってございますが、今後、様々、市報、８月の１週号で広報しますが、広報とか、

あとホームページ等々で、事業の周知を考えたいと思います。 

 最後に、黄色いタスキの今後の展開でございます。今回で掲示訓練は２回目となりますが、隣近所の

つながりとか、地域のつながり、これを使って、間接的にではございますが、地域のつながり、共助の

力が公助につながると思いますので、今回の全市展開も含めて、今後も防災を考えるとか、地域のつな

がりを深めるために続けていきたいと考えております。 

 説明は以上です。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  それでは、資料３です。小学校での出張授業等に

よるヒヤリハットシステムを活用した交通安全事業についてとなります。本事業については、児童や保

護者、そして地域の皆さんが危ないと感じたヒヤリハット体験を収集して、地図上で可視化することに

よって、通学路等における交通安全対策の充実、そして、児童自身の安全意識の向上を図るものとなっ

ております。 

 また、連携事業者による小学校での出張授業を実施しまして、児童が自ら危険を予測をして、安全な

行動につながる力を育む、そうしたことを目的として実施をしております。 

 なお、この取組の背景なんですけれども、授業を初めて実施をする前段、令和７年度から初めて実施

をしましたので、令和６年度の段階で、当時、交通安全については、都市再生部でございましたので、

まちづくり環境委員会ですとか、令和７年度の予算特別委員会で御説明はした経緯はございますけれど

も、これについては、まずモビリティーに関わる企業、また団体が集まりまして、交通死傷事故ゼロを

目指すタテシナ会議というような会議体がございます。この中で、データの活用や危険地点の見える化、

そして、新しい児童への啓発といった取組を行っているところです。その一環としまして、三鷹の地元

企業でありますＳＵＢＡＲＵさんから、三鷹市と連携できないかということで、このヒヤリハットシス

テムの導入の提案がありまして、取組を進めているところでございます。 

 それでは、資料の説明です。まず１番目の、ヒヤリハット体験マップの更新についてです。対象は、

市内の小学校15校の児童と保護者、そして交通安全対策地区委員会の皆さんです。 
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 調査期間は、５月の上旬から６月10日までとしまして、ヒヤリハット体験の入力をしていただきま

した。 

 実施結果は、回答人数が2,972人、登録地点が2,184地点となりました。多くの皆さんに御協力いた

だきまして、昨年度より多くの地点を把握することができたところです。 

 今後の活用につきましては、学校や地域等で実施をしました通学路点検への活用、そして、学校教育

における児童への交通安全を学ぶ機会の創出につなげていきたいと考えています。 

 さらに、危険度の高い地点については、注意喚起の表示ですとか、安全対策などを実施するとともに、

三鷹警察署とも情報共有を行って、パトロールの強化を依頼してまいりたいと思います。加えまして、

市ホームページにマップ掲載をしまして、市民の皆さんに広く周知を図っていきたいと考えています。 

 裏面に行っていただきまして、２番目の連携事業者によるモデル校への出張授業についてです。(1)

と(2)にありますように、本事業については、記載のモデル校の７校におきまして、２年生と５年生を

対象に、連携事業者による交通安全教育を実施をしています。この出張授業については、高学年である

５年生から、低学年の２年生に教えるプログラムというような形で実施をするもので、交通安全教育を

通じまして、児童自らが安全な行動を選択できるようなことを狙いとしております。 

 １回目の授業については、１学期中に、５月22日と、６月２日、３日にそれぞれ実施をしたところ

でございます。 

 授業では、交通安全について学んだ後に、グループでヒヤリハット体験マップを活用した交通安全の

学習を行いまして、２回目以降の授業については、２学期以降に実施をする予定となっております。 

 そして、５年生が危険な場所、その場面で取るべき行動を考えて、さらにそれを２年生へ教える。そ

の教え方についても学習をした上で、授業の中で――主に３回目になりますけれども、５年生から２年

生に伝えていく。そうしたことで、低学年の児童の安全行動の定着にもつなげてまいりたいというふう

に考えています。 

 最後に(3)のプレス等としまして、６月３日にＪ：ＣＯＭさんが第二小学校の授業の様子の取材をし

ていただきまして、記載の期間、放送がされたところでございます。こうした機会を活用しながら、今

後も交通安全意識の向上に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 資料３の説明は以上です。 

○委員長（加藤こうじさん）  市側の説明は終わりました。 

○委員長（加藤こうじさん）  ここで休憩をいたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  それでは、委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  これより委員からの質疑に入ります。 

○委員（吉野けんさくさん）  よろしくお願いします。トイレカーのクラウドファンディングのチラ

シを配られたということで、報告いただきました。ここに申し込み後、10月20日までに指定データを

お送りくださいとなっています。この日付までに送らないと、この寄附者の名前は掲載されないという

ことでよろしいでしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  その上に、50万円以上の寄附の方は先着10件というようなお話がご

ざいますけれども、企業のロゴとかを一緒に掲載することを考えているので、この50万円以上の方は、

なるべくですけども、いろいろロゴの確認とかがございますので、10月20日までにお願いしたいとい

うところです。お名前だけの方は、本当、ぎりぎりでも構わないという認識でございます。 
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 以上です。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。この注釈は50万円以上の方の場合の注釈ということ

で、了解しました。 

 もう配られてはいるんですけど、クラウドファンディングって、私のイメージだと、この目標金額を

達成しなかったら買わないよとか、そういうイメージを持たれている方って多いと思うんですけど、そ

ういったような話というのは聞いたりとかってありますか。 

○防災課長（井上 新さん）  クラウドファンディング、今回行っているのは通常のクラウドファン

ディングではなくて、ガバメントクラウドファンディング、ＧＣＦと呼ばれるもので、地域の課題と

か、公共事業の支援を目的としていますので、こういう場合は目標額に達しなくても、返金とかをせず

に、そのまま事業に充当されるという認識で考えております。 

 以上です。 

○委員（吉野けんさくさん）  ありがとうございます。確かにサイトに入っていくと、そういうのが

ちゃんと書いてあったりとかするんですけど、ここにはそういったのが見えなかったので、質問させて

いただきました。 

 先日の熊本の地震でも、トイレカーを現地、被災地に派遣したりとかいう自治体があったかと思うん

です。三鷹でもそういったことをやるというようなことで伺っています。逆に、三鷹に何かあったとき

に、トイレカーを派遣していただけるような仕組みづくりみたいなのがあってもいいのかなと思うんで

す。例えば、三鷹にトイレカーがあるから、お互いに被災したときには、優先的にやりましょうみたい

な形のもの。 

 もちろん、近場であってもしようがないですけど、本当にいろんな離れたところのいろいろな行政と

そういった提携があってもいいのかなと思うんですけども、その点についてお伺いしたいと思います。 

○防災課長（井上 新さん）  三鷹市独自でそういったシステムみたいなのを構築する予定はござい

ませんけれども、今内閣府のほうで、Ｄ－ＴＲＡＣＥといって、車両を登録して、被災自治体が来てく

ださいと要望を出せば、来ていただくというような仕組みを、内閣府のほうでつくってございます。も

し三鷹が被災した場合には、そういったところも活用いたしますし、加えて姉妹都市とか、そういった

ところも協力を得たいと思います。 

 逆に、三鷹市としてもその内閣府のシステムに登録しておいて、まだ先でございますけれども、要請

があった場合には検討するというような、相互の関係でやっていきたいと考えています。 

 以上です。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。よろしくお願いします。 

 続いて、黄色いタスキの件でお伺いしたいと思います。今も訓練でやったりとかしていますけども、

今、こちらについてどれだけ認知度があるというふうにお考えでしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  実際の配布枚数は２万5,000枚程度を配布はしているんですが、一部

の防災に興味のある方は認知は高いと思うんですが、防災に疎いといいますか、若い世代とか、そうい

った方にはまだまだ認知が不足していると思いますので、こういった機会を捉えて認知向上を図るほか、

防災出前授業とかも加えて、引き続き認知向上に努めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（吉野けんさくさん）  ありがとうございます。黄色いタスキを出しているということは無事
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だということなんですけど、出していない御家庭については、どのようなふうに認識をされるんでしょ

うか。 

○防災課長（井上 新さん）  三鷹の場合は、震災時において黄色いタスキを出していれば、無事だ

よということで。出していないところは、無事ではないと言ったら失礼ですけれども、安否が確認でき

ないというところなので、出していない方に目がけて、例えば町会の人たちなのか、あるいは消防とか、

警察なのか、積極的に声がけをするというような仕組みですので、もし全市的にこの取組が進めば、本

当に支援が必要な人に、時間を省力化して支援できるのかなと考えています。 

 以上です。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。本当は、出していなければ、何か問題があるんじゃな

いかまで行き着けば一番いいと思うんですけど、そこはまだ先というか、これからどんどん広まればい

いなと思います。よろしくお願いします。 

 続いて、ヒヤリハットシステムについてお伺いしたいと思います。この書き方はあれだったんですけ

れども、児童が9,100人とその保護者ということですよね。回答数が2,972名、地点が2,184地点、登

録は何件ぐらいあったんでしょうか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  登録というか、登録地点が2,184地点になります

ので、この2,972人の方々が入力していただいた地点が2,184地点というような形になっています。 

 つまり、今回は、児童と、その保護者と、交通対の皆さんということで、合計すると約１万人弱ぐら

いの方々にお願いをして、回答していただいたのが2,972人なので、約１万人分の3,000人というよう

な、約３割ぐらいの方々が回答して、登録をしていただいたというような形になっています。 

○委員（吉野けんさくさん）  そうしますと、重複が800件ぐらいあったという認識で合っています

でしょうか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  重複というようなものではなくて、この回答して

いただいた方の中には、地点を登録していない方、要はヒヤリハットの体験がないので、地点の登録を

していない方もいるというような形で認識をいただければと思います。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。ありがとうございます。このヒヤリハットに登録され

た状況というか、歩いていたり、自転車だったり、あとはそういった地点の傾向、そういったものはど

のように捉えていますでしょうか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  やはり、傾向としては、児童側が歩き、相手側が

自動車というパターンが多いようには見受けられます。細かく全地点を見ているわけではございません

けれども、対自動車が多いなというようなイメージは持っております。ただ、地点によっては、それが

自動車じゃなくて、自転車というようなパターンもあるというのは、確認はしております。 

○委員（吉野けんさくさん）  分かりました。ありがとうございました。 

 終わります。 

○委員（山田さとみさん）  よろしくお願いします。まず、トイレカーについてお伺いします。これ、

Ｘなどで広報していただいたり、三鷹駅にも置いていただいたりとか、いろんなチャンネルを使って積

極的に広報しようという意識をすごく感じるんですけれども、ふるさと納税を活用した寄附ということ

で、市民の皆様はどういうふうに捉えたらいいのかなと。自分は参加できるのかなとか、その辺りがよ

く分からないみたいなところもあったりするので、その辺りの御案内をもう少し丁寧にされるとよいの
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かなと思うんですが、どのようにお考えでしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  市報も使って丁寧に御説明はしているところだと思うんですけども、

使い方とかが分からない方も一定数いらっしゃると思います。「広報みたか」に掲載した後、結構反響

が多くて、お電話をかなりいただいている状況なので、それに対しては丁寧に御説明をして、スマホを

使えないんだけどといった場合には、じゃあ、こちらから、ほかの寄附制度がありますので、まちづく

り応援寄附金の寄附申出書を送りましょうかとか、そういった丁寧な対応はしているところです。 

 御不明点がございましたら、今後も、その後も連絡くださいというようなことで丁寧に対応しますの

で、一定程度のフォローはしていると思います。また、今日も職員がくちこみテレフォンに出ていただ

いたり、さらに周知、ＰＲを図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。ありがとうございます。ふるさと納税だと、市外ので、

自分たちは関係ないのかなというふうに思われる方もいらっしゃるので、その辺り、誤解がないように

お願いしたいと思います。 

 側面にしていただいてありがとうございます。これで、ドアで寄附者の方が見えなくなるということ

がなくなったのかなというふうに思いますが、その辺りは課題がクリアになったというふうにお考えで

しょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  防災安全部の中でも協議をいたしまして、側面のほうが適当であろう

というような結論に達しましたので、総合的にいろいろな御意見を勘案して、そういうふうに決めさせ

ていただきました。 

 以上です。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。ありがとうございます。あと、寄附に至らなかったとし

ても、ポスターとか、チラシとか、広報を使ったり、Ｘを使ったり、ホームページを使ったりして、災

害時にトイレがすごく必要なんだよという意識の醸成にも、ぜひ使っていただきたいなというふうに思

います。ホームページにはすごくよく書いてあると思うので、その辺り、伝わるといいなと思います。

ふだんの防災意識にもつながっていくと思いますので、そうした啓発にも使っていただきたいというふ

うに思いますが、どのように考えでしょうか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  今はまだ導入前ですけれども、これは導入後、来

年度になりますけれども、総合防災訓練はじめ、イベントの際に出動をさせて。実際、このトイレカー

で用を足すというのは検討になるかと思いますけれども、災害時にトイレが大切だというようなもので、

かつ、機動的にトイレが移動で必要なところに向かうことができるんだよというようなこともＰＲをし

ながら。 

 ただ、やっぱりこの１台だけで全てを賄えるわけではありませんので、家庭での備蓄といったところ

も、並行してＰＲにつなげていきたいなというふうには考えています。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。私も、家庭での備蓄というところまでつながる

といいなというふうに思っています。それで、地域の防災訓練とかイベントなどで出動するというふう

に、先ほど御答弁があったんですけれども、前回も課題になっていた運転手さんについては、あの後、

議論があったのでしょうか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  前回、この間の委員会でも、様々、課題がありま
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すと申し上げたところでありますけれども、先ほど申し上げたように、導入が来年度ということもあり

まして、総論としては、誰が運転するのかとか、あとは処理の問題ですとか、そういったところ、様々

課題があったりですとか。 

 それを、それぞれマニュアル化していくというような細かな点もございますので、今回、御報告させ

ていただいたのはクラウドファンディングについてではございますが、導入に向けて、そうした様々な

課題については、今後も種々検討を進めていきたいというふうに考えておりますので、現段階でかちっ

と決まったものというものは、ないところです。 

○委員（山田さとみさん）  分かりました。ありがとうございます。具体的に今後、あるのに、運転

手がいなくて出動できないという事態が起こらないように、ぜひ考えていただければというふうに思い

ます。 

 次、黄色いタスキについてお伺いします。前回より詳しい情報が出てきて、どの程度の参加率ですと

か、参加数を目標としていらっしゃるのでしょうか。まだ町会にもお声がけしていらっしゃらないとい

うことですので、まだその数字も割り出せないかもしれないんですが、参加率の目標ですとか、あとは、

どういう町会に声をかけていくのか。あと、ここにはマンションについても書いてあるんですけれども、

マンションの管理組合にはどのように声がけしていくのか、お伺いします。 

○防災課長（井上 新さん）  目標というところだと、踏み込んだところまでまだできていないのが

実情でございます。今回、２回目の訓練で、目標は設けずにといいますか、お声がけしていただいた町

会に参加していただくことで、次回につなげるということで、詳しい目標は掲げてございませんが、な

るべく多くの町会の方に御参加いただきたいと思います。 

 あと、マンションでしたっけ。今回、既に配付済みの25の町会の中にマンションの組合さん、いら

っしゃらなかったので、今後、それは本当に引き続き課題だと思います。今までは、御興味のある方の

町会に送らせていただいたんですが、今後、例えばプッシュ型でこちらから積極的にタスキを渡すとか、

そういったところでマンションの自治組合さんとかには推進していきたいと思います。 

 特に、例えば都営住宅さんとか、高齢化が進んだようなマンションの自治体さんとか、ございますの

で、そういったところもターゲットに考えながら、今後も続けていく事業だと思っていますので、引き

続き、少しずつですけども、事業の進捗ができたらなと考えています。 

 以上です。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。よろしくお願いします。マンションもぜひ考え

ていただければと思います。 

 あと、今回、これから実施をして、掲示されてない世帯、掲示している世帯とか、報告は町会、自主

防、三鷹市というふうにされるとは思うんです。数だけではなくて、何で掲示されていなかったのか。

いなかったのか、掲示を忘れたのか、タスキを持っていないのかとか、次につながるよい取組になるた

めの材料集め、課題の整理みたいなところも、ぜひ対応をしていただきたいなというふうに思うんです

が、いかがでしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  御参加いただく町会さんの規模とか、マンパワーとか、いろいろある

ので、全てがやっていただけるということは考えていませんが、例えばエリアの中の掲示の件数であっ

たり、例えば安否確認に要した時間であったり、あるいは実際に参加した方の意見だったり、そういっ

たものも集約できればなと、今考えております。 
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 なので、実際に参加してくれる町会には、手順書みたいな、マニュアルみたいなのをお渡しして、こ

ういうふうに進めてくださいというようなことで考えてございますので、その中で、もし余力があるな

らば、アンケートじゃないですけれども、そういったところに御協力してくださいというような御依頼

はしようと考えております。 

 以上です。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。あと、学校にも周知、情報提供するということ

なんですけれども、教育委員会とも連携しながら、若い世代に対してアプローチができる強力な連携先

だと思いますので、宿題でやってみるとか、そういう防災教育に絡めて、三鷹市独自の取組、こういう

ことをしていますというような、一緒に学校とも協力してやっていくと、親の意識も上がっていくと思

うので、連携についてもぜひ考えていただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  委員おっしゃるとおりでございます。今まで、防災の先生とか、そう

いったところでは、強力に教育委員会との連携を図らなきゃいけないなということでしたけども、この

黄色いタスキに関しても、今後私も目からうろこじゃないですが、視点として忘れていたところでござ

いますので、我々も、今後も教育委員会と連携を取りながら、この事業を進めていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。よろしくお願いします。やっぱり児童が参加し

ている防災訓練に親も見に来たりするので、そこの連携、大事だなというふうに思っています。 

 これに関して最後の質問なんですけれども、この資料で６番、「三鷹市地域防災の日（仮称）」の制

定というふうにあるんですが、これは条例をつくったりとか、そういうイメージなのでしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  特に条例まではまだ検討には入れていないんですが、ここには三鷹市

地域防災の日と書いてありますが、例えば三鷹防災の日ということで、黄色いタスキの掲示訓練だけじ

ゃなくて、日にちが平日だときっと難しいかもしれませんが、もし土日にやった場合には、例えば一緒

に避難所の開設訓練をやったりとか。 

 複合的な防災を考える日にできたらいいなというような、壮大な計画の下にもあるんですけれども。

最初は一歩一歩、取りあえず黄色のタスキの掲示訓練から始めて、そういった防災を考える日として、

できればいいなというふうに、ＮＰＯをはじめ理事会でも話し合ったところでございますので、そうい

ったところも念頭に入れながら、事業を進めたいなと考えております。 

 以上です。 

○委員（山田さとみさん）  ありがとうございます。次に、ヒヤリハットシステムについてお伺いし

ます。以前から精力的に取り組んでくださって、ありがとうございます。先ほどの御答弁の中で気にな

ったんですけれども、この事業って、対自動車を想定して始まった事業だと思うんです。自転車のヒヤ

リハット事案もあるということで、それに関して、出張授業の中で触れられているのかなというところ

が気になります。 

 自動車事故のことは、もしかしたらすごく熱意を持ってやられているかもしれないですけど、自転車

の取扱いについてはどのように行われているのか、お伺いします。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  対自動車、自転車というのは、その事象であって、

児童が登下校ですとか、日常生活の中で危なかった、もう少しで事故になりそうだったというヒヤリハ
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ットのポイントを収集をしていくということです。今回のこの出張授業においても、どういう場面で危

ない場面があったのかというのを、皆さん、想像してみてください。もし体験があれば、入力してくだ

さいというような形で、１回目の授業を行いましたので。 

 自転車だと、こういうふうに突然自転車も飛び出してくるよね、自動車であれば、こういう事象があ

るよねというような、交通安全の意識を高めるために、自分たちはどう行動していかないといけないで

しょうかねというような意識を持たせるという授業を行っています。何かに特化してというようなもの

ではなく、見えにくいところだと、１回止まって、車や自転車が来ていないか確認しないといけないよ

ねというような、そういった意識の向上というものを主眼に置いて、今授業をしているところです。 

○委員（髙谷真一朗さん）  質問はないかなと思っていたんですけども、１つだけ。ヒヤリハットの

システムなんですけれども、タテシナ会議の分科会さんというところで、企業の方が先生となって、各

小学校で、今おっしゃっていたような授業を行っていると。こうなってくると、この企業の先生という

のは、交通法規だとか、そういったものについて教える技能というのはあるんですか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  特段、何か資格を持っているというものではあり

ません。 

○委員（髙谷真一朗さん）  この今、ヒヤリハットマップの2026版を見ているんですけども、横断

歩道があって、信号機はないところで、自転車で道路を渡ろうと止まっていたときに、自動車とぶつか

りそうになったという記述があるんです。自転車って、今歩行者が横断歩道手前で待っていたら、信号

機のない交差点では車を待つというのが、大分世間的にも周知されてきています。自転車においては、

実際、自転車を降りて待っていなければ歩行者として扱われないじゃないですか。自転車に乗って待っ

ていても、車の側は待つ必要がないんですよね、交通法規上は。 

 そういうところを、私もこれを何か月前かに聞いて、そうなのと思ったんだけれども、確かに言われ

てみればそうだと思うんですけれども。そういうのは、お巡りさんから教えてもらって、ああ、そうか

と思ったので、このタテシナ会議の分科会の出張授業でも、これからの発展形でもいいのかもしれない

けど、ちゃんとお巡りさんが交通法規について教えてくれる場にしていったほうがいいんじゃないかな

と思って。道路なんかでも、今まで僕は歩きは右側通行だって教わっていたのが、今はどっちでもいい

というふうになっているんですね。そういうのが、右側だと思っている世代と、今どっちでもいいと思

っている世代が混在しているわけだから、交通事故も起こりやすいと思うんですね。そういったところ

も、警察を入れて話してもらったほうがいいかなと思うんですけど、いかがでしょう。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  今回のヒヤリハットのシステムで、５年生と、２

年生というふうに選んだのも、小学校では、まず１年生に入ってすぐに歩行教室があります。３年生に

なったら自転車教室があります。この２つについては、交通対の皆さんもそうですけれども、三鷹警察

署の方にも来ていただいて、歩きのとき、自転車のときというようなことを学ぶ機会というのがありま

す。その間の２年生と、３年生、５年生というところで、次の段階として、改めて交通事故から身を守

るということの重要性ということを学ぶ。 

 なので、ここでは法規というよりも、どういった安全行動をするべきなのかというようなことを学ぶ

ということで、１年生、３年生での警察が来ての学びと、２年生、５年生の今回のような授業というと

ころで、ある程度種類を分けながら、いろんなチャンネルを使っていきたいなというふうには思ってお

ります。 
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 なので、今回この事業者の方々が率先して、こういった出張授業をやっていただくといったところも、

このタテシナ会議の交通死傷事故の犠牲者ゼロを目指していきたいという、交通業界全体での目的を果

たしていきたいというために、三鷹をフィールドにしていただきましたので、そこはある程度自動車メ

ーカーのほうと、法規を学ぶ警察署の方の講義といったところは、学年ごとに使い分けをしながら、い

ろんな学びの種類を提供していきたいなというふうには考えています。 

○委員（髙谷真一朗さん）  考え方はよく分かりました。ただ、やっぱり自転車安全教室なんかも、

自分の出身校なんかを見ていると、これまでは学校の周りを走れていたのが、人がいないだとかいう理

由で、今校庭の中だけ走っているという状況の中で、果たしてどこまで法規が小さい子たちに向けて理

解をしてもらえているのかなというところもありますし、そもそも大人も分かっていないところもあり

ますので、そういったところは、子どもも、大人も含めてしっかりと交通安全に取り組んでいただける

よう、お願いをいたします。 

 ヒヤリハットマップを去年と見比べると、改善されているところもあるようですので、これは取組は

ぜひ続けていっていただければというふうに思います。大切なデータです。 

 ありがとうございました。 

○委員長（加藤こうじさん）  ありがとうございました。 

○委員（野村羊子さん）  それでは、幾つか確認させていただきたいと思います。災害対策用トイレ

カーのクラウドファンディングです。ふるさとチョイスが10月20日まで、まちづくり応援寄附金は３

月15日まで。これは、なぜこの２つの締切りが違うのか。先ほど言ったように、単にお名前を載せる

というふうなことではなく、期限が違うということですかね。 

○防災課長（井上 新さん）  期日に関しても、防災安全部の中でも検討したんですけれども、今回、

２つ分けたふるさとチョイスのほう、ガバメントクラウドファンディング、90日間というところです。

特に法令上、何日にしなくちゃいけないというのはないんですけれども、例えば１か月では短過ぎるし、

十分な周知と、例えばプロジェクトの勢いとか、そういったものを総合的に勘案すると、多くの自治体

で90日間で設定しているところが多いと。 

 周知を十分して、飽きられない程度というようなところで90日間を設定している近隣自治体が多う

ございましたので、それを倣いまして、ふるさとチョイスのほうは90日間といたしました。一方、ま

ちづくり応援寄附金のほうは、三鷹市独自の制度でございますので、そういった期限に縛られないとい

いますか、自由に設定できるものでございますので、期限が違って混同する場面もございますが、より

多くの寄附金を集める最適な方法というところで、こういった期間を分けた設定で考えさせていただき

ました。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  ふるさとチョイスのほうは、その日程によって費用が変わってきたりとか

ということはあるんですか。 

○防災課長（井上 新さん）  ふるさとチョイスのほうは、３％の事務手数料が事業所さんにかかる

というところで認識しておりますので、期間にかかわらず、１回の件数当たりの手数料がかかるという

認識でございます。 

 一方、まちづくり応援寄附金のほうは市独自の制度ございますので、そういった事務手数料みたいな

のはかからないというところでございます。 
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 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  ふるさとチョイスのほうが広く知られているサイトなので、訴求力はある

だろうと。ただ、市として、市民の皆さんに直接寄附をいただけたら、応援寄附金のほうでお願いした

いということですよね。 

 それで、これ、実際には、市民と市外の方から両方の寄附を集めるわけですよね。どれくらいの比率

を目指しているというのがあるんでしょうかね。 

○防災課長（井上 新さん）  委員おっしゃるとおりに、ふるさとチョイスのほうは全国から寄附を

集めやすいというので、周知力があるというところで、三鷹まちづくり応援寄附金のほうは、三鷹市を

知っている人とか、関係者に対する訴求が中心なのかなというところでございます。 

 実際のほかの近隣自治体のトイレカーの寄附の割合、どうなのというのを近隣自治体の課長さんに聞

いたところ、やはり、どうしてもふるさとチョイスを使ったとしても、一定程度、市内の割合が多いと

いうことも確認しています。どれぐらいの割合という目標はございませんが、ふるさとチョイスのほう

は、例えば、昔、三鷹に住んでいて市外に出た方とか、小さいときに三鷹に思い入れがあってといった

ところで訴求できればなという思いもございますので、そういった選択方法を取らさせていただきまし

た。一定程度、三鷹市内の寄附が多いのかなと考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  先ほど、事業者さんの名前を入れるということもあって、10月までだっ

たらそのロゴを入れるみたいな話ができるということであると、市内の事業者さんにどれだけアピール

ができるかということなので、その辺りは特別な何かを考えていますか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  市内の事業者さんには、全部ではありませんけれ

ども、個別に御説明に上がらせていただいて、こういった三鷹での災害時の衛生環境の向上というよう

なことも説明をしながら、トイレカーのクラウドファンディングに御協力いただけないかというような

御説明回りを、今進めているところでございます。 

○委員（野村羊子さん）  大変ですが、それはそれで頑張っていただくしかないのかなと思います。

せっかくですから、それなりに関心を集めていただきたいと思います。 

 運用方法については、先ほども答弁があったので、こちらも引き続き関心を持って御報告をお待ちし

ていますね。 

 黄色いタスキですけれども、いかに周知をするかということですが、一方で、やっぱり被災地で盗難

等のいろいろ被害の話があって、ここは、避難して、いないんだという目印になると、困ると思うんで

すよ。それをどう対策するのか、どう考えるのか。だから、つけたくないとか、わざわざつけて、そん

なみたいなことにというふうな話も漏れ聞こえるので、その辺りをどういうふうに考えていますでしょ

うかね。 

○防災課長（井上 新さん）  この黄色いタスキ、風水害時に、もう逃げたよという印で使うことも

ございますし、あと地震のときにつけた場合には、無事だよというのでつけるというところでございま

す。三鷹市のこの黄色いタスキの運動に関しましては、地域特性上、地震をメインで考えて、無事だよ

というような印で、黄色いタスキを玄関先につけるということを考えております。 

 とはいっても、まだこのことについて周知がなされていないというのは事実でございますので、三鷹

市の黄色いタスキのつけ方とか、どういったときにつけるとか、そういったことは引き続き周知徹底し
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ていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  つまり、要するに避難所に逃げているわけじゃないけど、無事だと、けが

していないよと、大丈夫だよと、そういう意味合いでつけると。だから、安否確認してもらわなくてい

いですと。避難誘導とか、消防団が入ってくるとか、そういうことは必要ないですよと、そういう意味

合いでつけるということですかね。 

○防災課長（井上 新さん）  委員おっしゃるとおりの計画で考えております。加えて、３日間程度

つけてくださいねと周知をしているところでございますので、地震が起きた後、３日間ぐらいの間に、

つけていないところは隣近所で、まず、こんこんとやってみる。あるいは、なかなか反応がない場合に

は、例えば消防、警察の場合もございますけれども、そういったところで、無事が確認できない人に対

する安否確認ということで認識しているところでございます。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  分かりました。いらっしゃらないおうちもあったりもするし、それがどう

なのか分からないというのもあるし、安否確認、なかなか難しいですよねと思います。三鷹で使う場合

は、地震の場合だから、こうだよということをもうちょっとちゃんと周知する必要があるかなと。 

 どこにつけるのか。ドアにつけるのか、窓につけるのかとか、両方つけてほしいのか、分からないで

すけど。その辺りも含めて、こうしたほうがいいよというのをもっと分かりやすい周知の在り方が、何

かあるといいのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  おっしゃるとおり、今まで共通の、一応この配るところに紙はついて

いるんですが、例えばどこにつけたほうがいいですよとか、何日間つけたほうがですよと、小さい字で

は書いてあるんですけど、その詳細のＱ＆Ａみたいな形の資料がなかなかなかったので、次年度以降と

いいますか、例えば町会さんにプッシュ型でとか、渡す場合とか、あるいは町会さん単位で来てもらう

場合には、そういった取扱い説明書みたいなものもつけて、Ｑ＆Ａもつけて、こうしたほうがいいんじ

ゃないですかみたいな、そういった資料も作って周知したいと考えております。 

 以上です。 

○委員（野村羊子さん）  準備の仕事が多くなって、なかなか大変です。でも、広めたいというので

あれば、それは分かりやすいやり方を工夫していただきたいと思います。 

 ヒヤリハットですけれども、いろいろ出てきて、私もネットで見させていただいて、授業の例とかい

うのも出てきたりするので、なるほどなと思って見ていますけど。これは、地図を子どもたちが危うい

ところを学ぶ。自転車の人たちもあれですけども、車を運転する人たちに、このマップって使ってもら

う機会があるのか。物流、宅配事業者さんとか、タクシーさんとか、住宅街の中に入っていくようなと

ころの人たちに、子どもたちはこういうところが危ないと思っているんですけど、皆さんはどうでしょ

うというふうな注意喚起に使うって、できないでしょうかというのを確認したいと思います。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  委員おっしゃるような活用の方法もあり得ると思

いますが、現状ではまだそこまでは行っていないです。今の段階ですと、委員おっしゃっていたように、

子どもたちへの安全教育、それから、ハード的には、危険だというふうに記された箇所で何ができるの

か。それは、場所、場所によって変わるとは思いますけれども、そうしたことの検討の材料にしていく

というような、そこまでの活用の方法を今取っておりますので、その後の展開については、いろんな展
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開方法はあると思いますので、様々検討していきたいなというふうには考えています。 

○委員（野村羊子さん）  歩行者だけ注意していても、一番怖いのは車が突っ込んできちゃうという

ことだし、運転する方々に注意喚起ができるといいなと。ナビにこういうのが入ってくると、「ここは

危ないから入るな」とか言ってくれると、うれしいなと。住宅に入るなとか言ってくれるといいなと、

勝手にここを抜け道に案内するなとか、すごい思うんですけど。その辺はどこまでできるか分かりませ

んが。 

 そういうのを、うまいやり方で広報して、これ、大本はトヨタさんですものね。トヨタ基金とトヨタ

研究所ですね。せっかく、車メーカー自らがそういうことをやろうとしているわけだから、運転する人

皆さんにぜひ広げて。三鷹市が逆にそれを先駆的な事例にして、広げていっていただきたいと思います。

ありがとうございます。 

○委員（大城美幸さん）  黄色いタスキのほうで確認したいんですが、協力依頼している町会25っ

て、25町会が市内全体の町会でしょうか。 

○防災課長（井上 新さん）  大分減ってきているということも聞いておりますが、三鷹市内に大体

100を超える町会があるというふうに認識しておりますので、今回、黄色いタスキを配付したのは25

町会ということなので、全域はカバーしていない状況でございます。 

 以上です。 

○委員（大城美幸さん）  でも、６の今後の展開の一番最後のほうは、全市展開の活動を目指した事

業等を進めていきたいとあります。今回は25町会で、今後の展開というのはどのようにお考えでしょ

うか。 

○防災課長（井上 新さん）  全ての町会さんにというのは、現時点では拙速にはなかなかできない

というのは承知しております。徐々にといいますか、先ほど、さきの委員でマンションの自治組合とか、

そういったお話もございましたので、少しずつやりたいと思っています。 

 加えて、１つの区域に限らずに、７つの住区がございますが、満遍なくといいますか、７つの住区で

１つ、２つの町会が参加してくれるような。１つ、２つ、３つぐらいが、全てが参加できなくても、広

域的なところで事業の展開、訓練の展開ができればいいなと考えているところでございます。 

○委員（大城美幸さん）  分かりました。次は、資料３、ヒヤリハットなんですが、連携事業者によ

るモデル校への出張事業の実施とあります。モデル校７校、これ自体は15校の小学校全部で、３割程

度の回答率なんですが、モデル校以外のところの児童・生徒へのフォローというのは、どのようにお考

えでしょうか。 

○防災安全部長・調整担当部長（齊藤大輔さん）  昨年度、小学校５年生だけですけれども、実施を

した際には、こういったモデル事業はなくて、基本的には担任の先生から、この授業に対しての児童へ

の説明と、入力を授業中にやるところもあれば、家庭学習にするところもありましたけれども、そうし

た対応を、昨年度５年生にしていただきましたので、それを基本的には、今年度は１年生から６年生、

全学年については、去年と同じような、そうした方法で全学年。 

 ただ、そこにプラスをして、出張授業というような形で交通安全を学ぶというようなのを、今回新た

に取り入れましたので、基本的な対応については昨年度と同様で、対象者が広がったというような認識

でいます。 

○委員長（加藤こうじさん）  以上で、防災安全部報告を終了いたします。 
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○委員長（加藤こうじさん）  休憩します。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  管外視察について、本件を議題といたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  休憩いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（加藤こうじさん）  管外視察については、お手元に配付した管外視察日程（案）のとおり

進めてまいりたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

○委員長（加藤こうじさん）  次回委員会の日程について、本件を議題といたします。 

 次回委員会の日程については、次回定例会の会期中とし、その間必要があれば正副委員長に御一任を

いただくことにいたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

○委員長（加藤こうじさん）  その他、何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、特にないようですので、本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 


